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　５月の第７回定時総会及び理事会において、御信任をいただき、会長職を拝命しました。

　本会は、昭和60年に設立された岩手県産業廃棄物処理業協会を前身とし、適正処理を通じた

社会貢献を使命として、35年余に渡り努力を重ねて参りました。平成15年には産業廃棄物処理

業者育成センターとして岩手県知事の指定を受け、活動範囲は業界の資質向上、環境の保全、

災害廃棄物対策など多岐にわたっているところです。この間、優れた識見と卓越したリーダー

シップにより本会を率いてこられた前会長の門脇顧問を始め、会員各位の御貢献に、心からの

敬意と謝意を表します。

　近年、資源循環の重要性が広く認識されるようになりました。歴史を顧みると、「狩猟⇒農耕

⇒工業⇒情報」の産業革命により生産力が飛躍的に向上して、人々の暮らしが豊かになったこと

が分かります。一方、その代償として、環境負荷の増加による地球温暖化などの負の遺産が大

きな社会問題となりましたが、この教訓は社会全体に緩やかながら着実な前進をもたらしてい

ます。本会は、４月の名称変更により組織名に「資源循環」を採択しました。この言葉は、「生産

／消費／廃棄」の各段階における環境負荷を減らすとともに、資源の利活用の輪が途切れないよ

うに繋ぐ営みを象徴しています。業界を代表する団体として、時代の要請に応えていく決意を

表明した次第です。

　また、平成27年の国連総会で採択された「持続可能な開発目標（SDGs）」では、上記と同義の「持

続可能な生産消費形態の確保」とともに、保健、教育、格差などの社会的課題の解決に向けた17

の目標が掲げられています。これらの諸問題は複雑に絡み合っていますが、従来は分野ごとの

取組に終始していました。SDGsは各分野が手を取り合い、皆で幸福になろうという挑戦です。

本年は５月に御即位があり、新元号「令和」が施行される中、部分最適から全体最適へと大きく

舵が切られていることに時代の節目を感じています。

　産業界や県民から寄せられる本会への信頼と期待は日々高まっています。重責に身が引き締

まる思いですが、前会長が策定された中長期ビジョンの理念を継承し、「持続可能な社会の構築」

に向けて、しっかりバトンを受け取り職務に全力を傾注する所存です。一層のお力添えを賜り

ますよう、よろしくお願い申し上げます。

持続可能な社会の構築に向けて
一般社団法人岩手県産業資源循環協会　会長　濱　田　　博

2 循環いわて 



　一般社団法人岩手県産業資源循環協会におかれましては、岩手県産業廃棄物処理業者育成センターの運
営を始め、産業廃棄物の処理業者や排出事業者を対象とした各種研修会の開催などを通じ、優良な産業廃
棄物処理業者の育成や産業廃棄物の適正処理推進に向けた普及啓発を積極的に展開されるなど、日頃から
岩手県の廃棄物行政の推進に多大なる御協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
　また、会員各位におかれましても、これらの取組を通じ、最新の知識や技術の研さんを日々重ねられ、
廃棄物処理業の信頼の向上に努められていることにつきまして、深く敬意を表します。
　さて、県では、この４月から新しい総合計画である「いわて県民計画（2019 〜 2028）」をスタートさせま
した。「東日本大震災津波の経験に基づき、引き続き復興に取り組みながら、お互いに幸福を守り育てる
希望郷いわて」を基本目標に掲げ、一日も早い安全の確保、暮らしの再建、なりわいの再生を目指すとと
もに、東日本大震災津波の教訓を未来に向けて伝承・発信していきます。また、復興の実践で培われた一
人ひとりの幸福を守り育てる姿勢を復興のみならず、県政全般に広げ、県民相互に、さらには、岩手県と
関わりのある人々がお互いに幸福を守り育てる岩手を実現するため、10の政策分野を設定し、政策を展開
していくこととしております。
　10の政策分野のうち、自然環境分野については、一人ひとりが恵まれた自然環境を守り、自然の豊かさ
とともに暮らすことができる岩手を目指し、良好な自然環境の保全や循環型地域社会の形成、再生可能エ
ネルギーの導入を始めとする地球温暖化対策などを進めることにより、自然に恵まれていることを実感で
きる取組を展開することとしております。
　循環型地域社会の形成を更に進めるため、廃棄物を含め、有用な資源を生かし、廃棄物の発生を可能な
限り抑制するとともに、廃棄物の循環利用を推進します。
　また、災害発生時にも循環利用を考慮した県内での適切な廃棄物処理を進めるため、平時から市町村、県、
地域ブロック等における連携を図るとともに、処理の効率化、環境負荷の低減などにより、持続可能な廃
棄物処理体制の構築を推進するほか、いわてクリーンセンターの後継となる、公共関与型最終処分場の整
備を進めることとしております。
　このような中、貴協会ではこの４月に、名称を「一般社団法人岩手県産業廃棄物協会」から「一般社団法
人岩手県産業資源循環協会」に変更され、産業廃棄物の適正処理や資源循環の取組をより一層推進される
とともに、災害廃棄物の処理についても、県内市町村との災害廃棄物処理協定の締結を執り進めるなど、
地域における災害発生時の迅速な協力体制構築にも御尽力されており、本県の循環型地域社会の形成に向
けて大きく貢献いただけるものと、大変心強く感じております。
　県といたしましても、「いわて県民計画（2019 〜 2028）」の下、廃棄物行政を取り巻く課題等の解決や循
環型社会の形成に向けた各種の施策の推進について、貴協会と一丸となって取り組んでまいりたいと考え
ておりますので、引き続き貴協会及び会員の皆様の御協力・御支援をよろしくお願い申し上げます。
　結びに、貴協会のますますの御発展と会員の皆様の御健勝を心から祈念いたします。

いわて県民計画（2019 〜 2028）
の推進について

岩手県知事　達　増　拓　也
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　「一般社団法人岩手県産業資源循環協会」におかれましては、日頃より、県内における産業廃棄物処理の
中心的な役割を担われており、優良産業廃棄物業者の育成や、マニフェストの普及、情報提供、各種研修
等を通じ、専門的な知識や高度な技術の普及等に努められ、産業廃棄物の適正処理の推進に御尽力いただ
いていることに対し、深く感謝を申し上げます。
　本年は「令和」の幕開けの年であります。「人々が心を寄せ合い、四季折々の美しい自然を次世代に受け
継いでいきたい」との願いが込められた「令和」という新たな時代の下で、美しい自然と歴史、文化が調和
した岩手・盛岡の魅力を将来に伝えていくことが、この時代を生きる私どもに課せられた使命であると考
えるものであります。
　また、本年は本市にとりまして、明治22年の市制施行から 130周年を迎える節目の年であり、数多くの
祭り・イベントが開催されております。今後も、10月の「いわて盛岡シティマラソン2019」、11月の「伝統
的工芸品月間国民会議全国大会」などが予定されており、全国から岩手・盛岡を訪れる多くのお客様を、
おもてなしと感謝の心でお迎えしたいと考えております。
　さて、廃棄物処理に目を向けますと、近年のプラスチックごみによる深刻な海洋汚染や、諸外国による
プラスチック類の輸入禁止措置などを踏まえまして、廃プラスチック類をどのように国内循環させ、適正
処理を推進していくかが大きな課題となっております。政府が令和元年５月に策定した「プラスチック資
源循環戦略」は、国内において資源・環境両面の課題を解決するとともに、関連産業の発展を通じた経済
成長・雇用創出などの側面からも、プラスチック対策に取り組むべきことを掲げております。
　私どもが担っている廃棄物処理は、快適で衛生的な環境を維持・確保する上で極めて重要でありますが、
今般のプラスチックを巡る諸課題など、その時々の社会経済情勢の変化に、柔軟かつ機動的に対応してい
く必要がありますことから、今後におきましても貴協会と緊密に連携し、それぞれの役割を果たしながら
廃棄物処理を巡る様々な局面に対応していく必要があると考えるものであります。
　また、近年、全国各地で大規模な自然災害が発生しておりますが、県内におきましても、平成23年の東
日本大震災や、平成28年の台風第10号災害などにより、各地で甚大な被害が発生したことは、記憶に新し
いところであります。
　貴協会県央支部とは、平成26年３月に「災害時における廃棄物の処理に関する協定」を締結しております
が、災害時に発生する大量の廃棄物を迅速に処理することは、災害からの復旧・復興を推し進める上で極
めて重要であり、今後とも、適時・的確に対処するための体制づくりを進めてまいりたいと存じております。
　快適で潤いのある良好な環境を創出し、これを維持・確保していくためには、様々な場面で発生する廃
棄物を適正に処理することが求められます。
　その中におきまして、貴協会が担われている産業廃棄物の処理は、環境保全の要であることはもとより、
地域の産業振興や経済発展にとって欠かすことができないものであると存じております。
　岩手の誇るべき優れた環境を守り、次の世代に伝えていくことができるよう、さらなる環境行政への御
支援・御協力を賜りますようお願い申し上げます。
　結びに、貴協会の今後ますますの御発展と会員の皆様方の御活躍を祈念し、挨拶といたします。

廃棄物の適正処理推進に向けて
盛岡市長　谷　藤　裕　明
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主なできごと 部会員数 部会長

27 高橋　幹一
㈱北日本環境保全

29 工藤　定義
㈱工藤組

33

35

濱田　博
㈱岩手環境事業センター

35

40

濱田　博
㈱岩手環境事業センター

45

53

千葉　智英
㈱スパット北上

主なできごと 部会員数 部会長年　度

2000年
（平成12年）

2002年
（平成14年）

2004年
（平成16年）

2005年
（平成17年）

2006年
（平成18年）

2008年
（平成20年）

2009年
（平成21年）

2010年
（平成22年）

年　度

2011年
（平成23年）

2012年
（平成24年）

2013年
（平成25年）

2014年
（平成26年）

月　日

7月24日

10月27日

10月25日

6月25日
6月25日

12月  3日

5月24日

5月       

7月18日

10月31日

5月28日

11月10日～11日

11月7日～8日

12月14日
6月25日

11月7日～8日

9月24日

11月24日
2月23日
3月  4日
3月11日

月　日
6月24日

3月7日～10日

3月23日

6月22日

7月31日
12月5日
3月15日

10月12日

12月5日

1月25日
2月22日

4月25日
9月 5日

10月  4日
10月17日

11月  7日

11月28日
2月 6日

青年部会設立総会　 初代部会長として高橋幹一氏就任
場所：ホテルニューカリーナ
研修「改正廃棄物処理法と今後の業界動向」
講師：岩手県産業廃棄物協会　専務　千葉長一
全国産業廃棄物連合会青年部協議会設立
北海道・東北ブロック設立総会
盛岡グランドホテル
記念講演「優良企業に学ぶ・次世代に生き残る廃棄物企業のあり方」
講師：岩手県環境生活部資源循環推進課　津軽石係長
２代目部会長として工藤定義氏就任
研修会「コミュニケーションサイト研修会」
研修会「コミュニケーションサイト研修会」
高橋幹一氏　北海道・東北ブロック協議会長就任

第１回　サンパイイレブンジュニアサッカー大会開催
第5回全国大会（札幌）

３代目部会長として濱田博氏就任（現 協会 会長）

部会員、排出事業者からの要望により
「産廃Q＆A発行」

第7回ブロック総会盛岡開催

いわて環境王国展2008開催
　

「エコドライブ実地研修会」
いわて環境王国展2009開催

視察研修「青森・岩手県境不法投棄現場、青森県中規模処分業者の視察」
研修会「CO2マイナスプロジェクト説明会」　
研修会「CO2マイナスダイエット事例発表会」
電動バイクキャラバンINいわて　
出発式・5きげんテレビ生放送出演

いわて環境王国展2010開催

視察研修「中規模処分業者の視察　埼玉県」
第１回　スプリングカンファレンスIN沖縄　開催
研修会「企業の森づくり制度について」
東日本大震災

研修会「CSR研修会」
福岡県との情報交換会開催
大槌町の津波被害、岩手県の災害廃棄物処理の現状、福岡県における使用
済小型家電の回収モデル事業について
研修会「CSR研修会」・全体会議

4代目部会長として千葉智英氏就任

研修会「CSR研修会」
視察研修及び交流会「大船渡」
コンプライアンス研修及び全体会議
研修会「BUNさんのケーススタディIN経営塾」
視察研修「会員企業の処理施設見学-県南地区」スタート　

北海道・東北ブロック協議会被災地支援事業
「三陸！私たちは諦めないで頑張ってますツアー　山田町」開催
復興支援として県内外から約70名
方々に参加していただきました。

視察研修　「会員企業の処理施設見学-県央地区」
視察研修「会員企業の処理施設見学-県北地区」
研修会「BUNさんのケーススタディIN経営塾パート２」
関東ブロック被災地復興支援ツアー（山田町）対応
第13回産業廃棄物と環境を考える全国大会　岩手大会開催

研修会「廃棄物処理業界の現状と展望」・忘年会
視察研修「会員企業の処理施設見学-北上地区」

視察研修「会員企業の処理施設見学-一関地区」　
北海道・東北ブロック協議会第14回総会（岩手開催）　　
千葉智英氏　北海道・東北ブロック協議会長就任

レク活動「部会長杯ゴルフコンペ」

視察研修及び秋田県との合同研修会・交流会（秋田市）
研修会「中小企業におけるメンタルヘルスの取り組みについて」
スプリングカンファレンス2016（仙台市）

5代目部会長として菅原能興氏就任

視察研修及びブロック総会（北海道札幌市）
リサイクルパネル作成　現在も環境学習教育、
盛岡市環境展などで貸出等行い使用しています。

希望郷いわて国体・希望郷いわて大会　
130万人で参加宣言！登録　集合写真が
朝の情報番組「ZIP！」で放送される。

研修会「青年部会員企業の先進的取り組みについ
て」第１回目スタート　部会員が講師となり発表。
青年部会の目的の一つである次世代のリー
ダー育成のため企画され、テーマを変えて今現
在も続いております。
県央支部主催環境学習教育の企画
に協力「環境クイズ」部会員が廃
棄物のリサイクルについてパネル
を使って解説し、環境クイズに挑
戦してもらいました。

青森・秋田・岩手北３県合同視察研修及び交流会 第1回目スタート（青森県八戸市）
全国青年部協議会第10回全国大会北海道・東北大会IN仙台　開催
千葉ブロック長をリーダーとし、「47の絆と汗」をテーマに参加者全員
で植樹活動を行い復興支援のアクションを起こしました。
岩手メンバーは、誘導、わんこそば大会を担当。北海道・東北青年部一丸
となっておもてなししました。

視察研修及び静岡県青年部との交流会（浜松市）
北３県合同視察及び交流会（盛岡市）

研修会「青年部部会員企業の安全衛生の取り組みについて」・新年会

6代目部会長として岩崎泰彦氏就任

研修会「青年部会員企業の安全衛生の取り組み
について」交流会
北３県合同視察及び交流会（秋田市）
福岡県へ視察研修　　福岡県青年部会との情報交換会
研修会「産廃処理検定対策講座」交流会
産廃処理検定（盛岡会場）青年部会員が積極的にチャレンジ！　青年部会
員合格率90％
岩手県産業資源循環協会　青年部会に名称変更
茨城県へ視察研修　　茨城県青年部会との情報交換会
研修会「青年部会員企業の安全衛生の取り組みについて」交流会
静岡県青年部会との情報交換会

特集 1 青年部設立20周年を迎えるにあたって
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主なできごと 部会員数 部会長

27 高橋　幹一
㈱北日本環境保全

29 工藤　定義
㈱工藤組

33

35

濱田　博
㈱岩手環境事業センター

35

40

濱田　博
㈱岩手環境事業センター

45

53

千葉　智英
㈱スパット北上

主なできごと 部会員数 部会長年　度

2000年
（平成12年）

2002年
（平成14年）

2004年
（平成16年）

2005年
（平成17年）

2006年
（平成18年）

2008年
（平成20年）

2009年
（平成21年）

2010年
（平成22年）

年　度

2011年
（平成23年）

2012年
（平成24年）

2013年
（平成25年）

2014年
（平成26年）

月　日

7月24日

10月27日

10月25日

6月25日
6月25日

12月  3日

5月24日

5月       

7月18日

10月31日

5月28日

11月10日～11日

11月7日～8日

12月14日
6月25日

11月7日～8日

9月24日

11月24日
2月23日
3月  4日
3月11日

月　日
6月24日

3月7日～10日

3月23日

6月22日

7月31日
12月5日
3月15日

10月12日

12月5日

1月25日
2月22日

4月25日
9月 5日

10月  4日
10月17日

11月  7日

11月28日
2月 6日

青年部会設立総会　 初代部会長として高橋幹一氏就任
場所：ホテルニューカリーナ
研修「改正廃棄物処理法と今後の業界動向」
講師：岩手県産業廃棄物協会　専務　千葉長一
全国産業廃棄物連合会青年部協議会設立
北海道・東北ブロック設立総会
盛岡グランドホテル
記念講演「優良企業に学ぶ・次世代に生き残る廃棄物企業のあり方」
講師：岩手県環境生活部資源循環推進課　津軽石係長
２代目部会長として工藤定義氏就任
研修会「コミュニケーションサイト研修会」
研修会「コミュニケーションサイト研修会」
高橋幹一氏　北海道・東北ブロック協議会長就任

第１回　サンパイイレブンジュニアサッカー大会開催
第5回全国大会（札幌）

３代目部会長として濱田博氏就任（現 協会 会長）

部会員、排出事業者からの要望により
「産廃Q＆A発行」

第7回ブロック総会盛岡開催

いわて環境王国展2008開催
　

「エコドライブ実地研修会」
いわて環境王国展2009開催

視察研修「青森・岩手県境不法投棄現場、青森県中規模処分業者の視察」
研修会「CO2マイナスプロジェクト説明会」　
研修会「CO2マイナスダイエット事例発表会」
電動バイクキャラバンINいわて　
出発式・5きげんテレビ生放送出演

いわて環境王国展2010開催

視察研修「中規模処分業者の視察　埼玉県」
第１回　スプリングカンファレンスIN沖縄　開催
研修会「企業の森づくり制度について」
東日本大震災

研修会「CSR研修会」
福岡県との情報交換会開催
大槌町の津波被害、岩手県の災害廃棄物処理の現状、福岡県における使用
済小型家電の回収モデル事業について
研修会「CSR研修会」・全体会議

4代目部会長として千葉智英氏就任

研修会「CSR研修会」
視察研修及び交流会「大船渡」
コンプライアンス研修及び全体会議
研修会「BUNさんのケーススタディIN経営塾」
視察研修「会員企業の処理施設見学-県南地区」スタート　

北海道・東北ブロック協議会被災地支援事業
「三陸！私たちは諦めないで頑張ってますツアー　山田町」開催
復興支援として県内外から約70名
方々に参加していただきました。

視察研修　「会員企業の処理施設見学-県央地区」
視察研修「会員企業の処理施設見学-県北地区」
研修会「BUNさんのケーススタディIN経営塾パート２」
関東ブロック被災地復興支援ツアー（山田町）対応
第13回産業廃棄物と環境を考える全国大会　岩手大会開催

研修会「廃棄物処理業界の現状と展望」・忘年会
視察研修「会員企業の処理施設見学-北上地区」

視察研修「会員企業の処理施設見学-一関地区」　
北海道・東北ブロック協議会第14回総会（岩手開催）　　
千葉智英氏　北海道・東北ブロック協議会長就任

レク活動「部会長杯ゴルフコンペ」

視察研修及び秋田県との合同研修会・交流会（秋田市）
研修会「中小企業におけるメンタルヘルスの取り組みについて」
スプリングカンファレンス2016（仙台市）

5代目部会長として菅原能興氏就任

視察研修及びブロック総会（北海道札幌市）
リサイクルパネル作成　現在も環境学習教育、
盛岡市環境展などで貸出等行い使用しています。

希望郷いわて国体・希望郷いわて大会　
130万人で参加宣言！登録　集合写真が
朝の情報番組「ZIP！」で放送される。

研修会「青年部会員企業の先進的取り組みについ
て」第１回目スタート　部会員が講師となり発表。
青年部会の目的の一つである次世代のリー
ダー育成のため企画され、テーマを変えて今現
在も続いております。
県央支部主催環境学習教育の企画
に協力「環境クイズ」部会員が廃
棄物のリサイクルについてパネル
を使って解説し、環境クイズに挑
戦してもらいました。

青森・秋田・岩手北３県合同視察研修及び交流会 第1回目スタート（青森県八戸市）
全国青年部協議会第10回全国大会北海道・東北大会IN仙台　開催
千葉ブロック長をリーダーとし、「47の絆と汗」をテーマに参加者全員
で植樹活動を行い復興支援のアクションを起こしました。
岩手メンバーは、誘導、わんこそば大会を担当。北海道・東北青年部一丸
となっておもてなししました。

視察研修及び静岡県青年部との交流会（浜松市）
北３県合同視察及び交流会（盛岡市）

研修会「青年部部会員企業の安全衛生の取り組みについて」・新年会

6代目部会長として岩崎泰彦氏就任

研修会「青年部会員企業の安全衛生の取り組み
について」交流会
北３県合同視察及び交流会（秋田市）
福岡県へ視察研修　　福岡県青年部会との情報交換会
研修会「産廃処理検定対策講座」交流会
産廃処理検定（盛岡会場）青年部会員が積極的にチャレンジ！　青年部会
員合格率90％
岩手県産業資源循環協会　青年部会に名称変更
茨城県へ視察研修　　茨城県青年部会との情報交換会
研修会「青年部会員企業の安全衛生の取り組みについて」交流会
静岡県青年部会との情報交換会
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56 千葉　智英
㈱スパット北上

56 菅原　能興
南部運輸㈱

56

62

菅原　能興
南部運輸㈱

63

65

岩崎　泰彦
大安環境㈲

主なできごと 部会員数 部会長 主なできごと 部会員数 部会長年　度

2015年
（平成27年）

2016年
（平成28年）

年　度

2016年
（平成28年）

2017年
（平成29年）

2018年
（平成30年）

2019年
（令和元年）

月　日
11月18日

3月 4日

9月22日～24日

11月10日

2月 9日

5月18日

9月28日

10月26日
11月5日～7日
2月13日

2月18日

4月 1日
4月18日～19日

7月 2日
9月 5日

月　日
4月17日

7月 3日

9月18日

12月4日～5日
2月 5日
3月 4日

4月15日

6月23日～25日

9月      

7月13日

7月22日

10月25日

青年部会設立総会　 初代部会長として高橋幹一氏就任
場所：ホテルニューカリーナ
研修「改正廃棄物処理法と今後の業界動向」
講師：岩手県産業廃棄物協会　専務　千葉長一
全国産業廃棄物連合会青年部協議会設立
北海道・東北ブロック設立総会
盛岡グランドホテル
記念講演「優良企業に学ぶ・次世代に生き残る廃棄物企業のあり方」
講師：岩手県環境生活部資源循環推進課　津軽石係長
２代目部会長として工藤定義氏就任
研修会「コミュニケーションサイト研修会」
研修会「コミュニケーションサイト研修会」
高橋幹一氏　北海道・東北ブロック協議会長就任

第１回　サンパイイレブンジュニアサッカー大会開催
第5回全国大会（札幌）

３代目部会長として濱田博氏就任（現 協会 会長）

部会員、排出事業者からの要望により
「産廃Q＆A発行」

第7回ブロック総会盛岡開催

いわて環境王国展2008開催
　

「エコドライブ実地研修会」
いわて環境王国展2009開催

視察研修「青森・岩手県境不法投棄現場、青森県中規模処分業者の視察」
研修会「CO2マイナスプロジェクト説明会」　
研修会「CO2マイナスダイエット事例発表会」
電動バイクキャラバンINいわて　
出発式・5きげんテレビ生放送出演

いわて環境王国展2010開催

視察研修「中規模処分業者の視察　埼玉県」
第１回　スプリングカンファレンスIN沖縄　開催
研修会「企業の森づくり制度について」
東日本大震災

研修会「CSR研修会」
福岡県との情報交換会開催
大槌町の津波被害、岩手県の災害廃棄物処理の現状、福岡県における使用
済小型家電の回収モデル事業について
研修会「CSR研修会」・全体会議

4代目部会長として千葉智英氏就任

研修会「CSR研修会」
視察研修及び交流会「大船渡」
コンプライアンス研修及び全体会議
研修会「BUNさんのケーススタディIN経営塾」
視察研修「会員企業の処理施設見学-県南地区」スタート　

北海道・東北ブロック協議会被災地支援事業
「三陸！私たちは諦めないで頑張ってますツアー　山田町」開催
復興支援として県内外から約70名
方々に参加していただきました。

視察研修　「会員企業の処理施設見学-県央地区」
視察研修「会員企業の処理施設見学-県北地区」
研修会「BUNさんのケーススタディIN経営塾パート２」
関東ブロック被災地復興支援ツアー（山田町）対応
第13回産業廃棄物と環境を考える全国大会　岩手大会開催

研修会「廃棄物処理業界の現状と展望」・忘年会
視察研修「会員企業の処理施設見学-北上地区」

視察研修「会員企業の処理施設見学-一関地区」　
北海道・東北ブロック協議会第14回総会（岩手開催）　　
千葉智英氏　北海道・東北ブロック協議会長就任

レク活動「部会長杯ゴルフコンペ」

視察研修及び秋田県との合同研修会・交流会（秋田市）
研修会「中小企業におけるメンタルヘルスの取り組みについて」
スプリングカンファレンス2016（仙台市）

5代目部会長として菅原能興氏就任

視察研修及びブロック総会（北海道札幌市）
リサイクルパネル作成　現在も環境学習教育、
盛岡市環境展などで貸出等行い使用しています。

希望郷いわて国体・希望郷いわて大会　
130万人で参加宣言！登録　集合写真が
朝の情報番組「ZIP！」で放送される。

研修会「青年部会員企業の先進的取り組みについ
て」第１回目スタート　部会員が講師となり発表。
青年部会の目的の一つである次世代のリー
ダー育成のため企画され、テーマを変えて今現
在も続いております。
県央支部主催環境学習教育の企画
に協力「環境クイズ」部会員が廃
棄物のリサイクルについてパネル
を使って解説し、環境クイズに挑
戦してもらいました。

青森・秋田・岩手北３県合同視察研修及び交流会 第1回目スタート（青森県八戸市）
全国青年部協議会第10回全国大会北海道・東北大会IN仙台　開催
千葉ブロック長をリーダーとし、「47の絆と汗」をテーマに参加者全員
で植樹活動を行い復興支援のアクションを起こしました。
岩手メンバーは、誘導、わんこそば大会を担当。北海道・東北青年部一丸
となっておもてなししました。

視察研修及び静岡県青年部との交流会（浜松市）
北３県合同視察及び交流会（盛岡市）

研修会「青年部部会員企業の安全衛生の取り組みについて」・新年会

6代目部会長として岩崎泰彦氏就任

研修会「青年部会員企業の安全衛生の取り組み
について」交流会
北３県合同視察及び交流会（秋田市）
福岡県へ視察研修　　福岡県青年部会との情報交換会
研修会「産廃処理検定対策講座」交流会
産廃処理検定（盛岡会場）青年部会員が積極的にチャレンジ！　青年部会
員合格率90％
岩手県産業資源循環協会　青年部会に名称変更
茨城県へ視察研修　　茨城県青年部会との情報交換会
研修会「青年部会員企業の安全衛生の取り組みについて」交流会
静岡県青年部会との情報交換会

特集 青年部設立20周年を迎えるにあたって1
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56 千葉　智英
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岩崎　泰彦
大安環境㈲

主なできごと 部会員数 部会長 主なできごと 部会員数 部会長年　度

2015年
（平成27年）

2016年
（平成28年）

年　度

2016年
（平成28年）

2017年
（平成29年）

2018年
（平成30年）

2019年
（令和元年）

月　日
11月18日

3月 4日

9月22日～24日

11月10日

2月 9日

5月18日

9月28日

10月26日
11月5日～7日
2月13日

2月18日

4月 1日
4月18日～19日

7月 2日
9月 5日

月　日
4月17日

7月 3日

9月18日

12月4日～5日
2月 5日
3月 4日

4月15日

6月23日～25日

9月      

7月13日

7月22日

10月25日

青年部会設立総会　 初代部会長として高橋幹一氏就任
場所：ホテルニューカリーナ
研修「改正廃棄物処理法と今後の業界動向」
講師：岩手県産業廃棄物協会　専務　千葉長一
全国産業廃棄物連合会青年部協議会設立
北海道・東北ブロック設立総会
盛岡グランドホテル
記念講演「優良企業に学ぶ・次世代に生き残る廃棄物企業のあり方」
講師：岩手県環境生活部資源循環推進課　津軽石係長
２代目部会長として工藤定義氏就任
研修会「コミュニケーションサイト研修会」
研修会「コミュニケーションサイト研修会」
高橋幹一氏　北海道・東北ブロック協議会長就任

第１回　サンパイイレブンジュニアサッカー大会開催
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2018年11月福岡県青年部と 2019年9月 静岡県青年部と

2019年7月 茨城県青年部と

部会長 岩崎　泰彦（大安環境有限会社　代表取締役）

青年部設立20周年を迎えるにあたって
　岩手県産業廃棄物協会青年部会として平成12年の7月24日
の設立総会にて発足され、今日までの先輩方の絶え間ない
努力と行動及び、親会様の温かいご理解とご支援及により
来年20周年を迎えようとしております。
　19年の歴史を振り返ることで、その誇りと伝統の重みを
感じること。そして新たな目標を制定し、20周年から先へ
歩み出す絶好の機会と考えます。
　今後も岩手県産業資源循環協会青年部として進化してい
けるように、会員はもとより全国各地の産業廃棄物に携わ
る方々との意見交換・交流を通じ、変えてはいけないも
の、変えなければいけないものを見極めて、部会員一同一
致団結し行動したいと思います。
　今後とも関係各位の皆様の温かいご支援・ご協力を賜り
ますことをお願い申し上げます。

Q.岩崎部会長になり、県外青年部との交流を積極的に行っ
ていますが、それはどうしてですか？

　他県の同業の仲間たち各社の事業展開は千差万別であ
り、そこにたくさんのヒントが存在します。
　そのような仲間たちとのたくさんの交流を通じて、部会
員それぞれが自己研鑽・スキルアップを図り、社業の発展
につなげていただきたいからです。
Q.今後の産業廃棄物処理業界のために、岩手県青年部会部

会長としてどんな活動を行っていきたいですか？
　「視察研修」と「環境学習」です。
　特に環境学習では、小中学生の環境に対する意識の向上
につながるよう、創意工夫しながらすすめていきたいです。

Q1.岩手県青年部会の特徴を一言で言うと？
Q2.今後の産業廃棄物処理業界のために、岩手県青年部会

としてどんな活動を行っていきたいですか？
副部会長 中村　尚司（有限会社山田清掃社 代表取締役）
①いろんな面で全てオープン！
　部会員同士での施設見学をはじめ、日頃の業務で困った

ことなどをオープンに話し合いができる集まり。
②岩手県青年部の特徴である、全てオープンにして得意、

不得意分野を共有し部会員同士で助け合い補っている取

り組みを全国に広げていきたい。

副部会長 遠藤　忠寿（タダテックス有限会社 代表取締役）
①業界団体の次世代を担う若手が集まり、悩み、情報を共

有・相談し切磋琢磨する場
②業界のイメージ向上につながる対外事業（マイナース

ポーツの大会等）
　外に向けての情報発信

副部会長 蒲野　敦（蒲野建設株式会社　代表取締役専務）
①部会員一人ひとり個性があって、部会員同士うまくバラ

ンスが取れている。
　良き仲間です。
②他県の青年部との交流会を引き続き行って、新しい人脈

を築き、視野を広げていきたい。
　青年部活動を通じて社会貢献し、業界のイメージアップ

をより一層図りたい。

Q1.岩手県青年部会の特徴を一言で言うと？
Q2.今後の産業廃棄物処理業界のために、岩手県青年部会

としてどんな活動を行っていきたいですか？

運営委員 兜　千尋（有限会社セレクトクリーン　代表取締役）
①同業者の集まりですが、利害関係を抜きにして仕事で

困ったことがあればアドバイスをくれ、相談にのってく
れたりとオープンな雰囲気で様々なことを話せる集まり。

②先進的な施設の視察を通してこれからの業界の在り方を
考える。

　長く続いている会社を訪問し、長く業を続けるヒントを学ぶ。
　社会貢献、広報活動を積極的に行い、業界のイメージ

アップを図っていく。

運営委員 藤原　真実（有限会社藤工）
①横のつながりが強い

②未来を担う子供たちにこの業界のことを知ってもらえる
ような、環境学習を積極的に行っていきたい。

運営委員 菅原　健二（クリーンセンター花泉有限会社 取締役）
①信頼できる岩手の仲間達
②未来ある子供たちに環境について学べるステージを作

り、その子供たちが大人になった時、もっと環境が良く
なる活動ができるリーダーシップを育てる活動をしたい。

運営委員 小保内　敏文（有限会社県北衛生社 代表取締役）
①活動に協力するという心意気と友情に満ちた青年部会
②環境と地域のためのという役割を伝えていく業界のアイ

コン。若手経営者の懇親の場。

運営委員　舘　佑弥（いわて県北クリーン株式会社）
①「エネルギッシュ！！」情報交換はもちろん、仕事・人

生・恋愛・子育て等何でも相談できる場所
②協会員・部会員の声を吸上げ、親会や行政へ発信

　
直前部会長 菅原　能興（南部運輸㈱　代表取締役）
Q.部会長時代の一番心に残ったできごとは？
　仙台全国大会
Q.今後の青年部会に期待することは？
　会員が増え、繋がりもだいぶ出てきて良いことだと思います。
 あとは、部会員みんながプラスになるような事業を行って
ほしい。
●青年部会に一言お願いします。
　いっぱい楽しんで、いっぱい勉強してください。

4代目部会長 千葉　智英（㈱スパット北上　代表取締役）
Q.今後の青年部会に期待することは？
　企業を守るとは地域を守ることに繋がり、企業の成長は
人材育成によって図られます。
　青年部の活動を通じて自己研鑽する努力と工夫があるか
らこそ、将来の不安は期待や希望へと成長していきます。
出来ない理由を探さず、出来る方法を本気で考え行動でき
るよう、ＯＢとの距離を詰めて共に元気に頑張っていける
ことを期待します。
●青年部会に一言お願いします。
　北海道・東北ブロックの中心は岩手県です。
　広いエリアであるからこそ、積極的に交流を行い同業者
はライバルであり家族でもあることを忘れないでください。
　業界の青年部は活動を通じて友情を育み、刺激し合い、
地域経済の活性化を図っていける経済人として自覚を持っ
て青年部活動を活発に広域に実践していってください。

部会長インタビュー

副部会長インタビュー

直前部会長インタビュー
運営委員インタビュー

4代目部会長（現 全国青年部監事）インタビュー

特集 1 青年部設立20周年を迎えるにあたって
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　広いエリアであるからこそ、積極的に交流を行い同業者
はライバルであり家族でもあることを忘れないでください。
　業界の青年部は活動を通じて友情を育み、刺激し合い、
地域経済の活性化を図っていける経済人として自覚を持っ
て青年部活動を活発に広域に実践していってください。

部会長インタビュー

副部会長インタビュー

直前部会長インタビュー
運営委員インタビュー

4代目部会長（現 全国青年部監事）インタビュー

青年部役員インタビュー
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青年部会事務局から

お問い合せ先

岩手県産業資源循環協会 青年部会入会案内

【入会手続き】

《岩手県産業資源循環協会青年部会事務局》
〒020-0023　盛岡市内丸16-15内丸ビル5Ｆ

TEL０１９(６２５)２２０１　FAX０１９(６２４)１９２０

　担当をさせていただいております、菊池です。青年部会について紹介させていただきます。

　全国組織として、全国産業資源循環連合会青年部協議会があり全国で約1900名の方々が入会しております。

そのうち岩手県青年部会の部会員数は65名で、全国で比べてもトップクラスの部会員数です。

　主な活動としては、県内外の処理施設の視察、研修会、会員同士の交流事業、他県青年部との意見交換会

等を行っております。

　是非、青年部会に入会していただき廃棄物に関する勉強はもちろん、部会員同士、情報、楽しみを共有し、

人と人とのつながりを大事に協力、助け合いながらこの業界を盛り上げていきましょう。

　岩手県青年部では、部会員を随時募集しています。お気軽にお問い合わせください。

〈目的〉
本部会は部会員相互の融和、親睦を図り、研修会等を通じて自己啓発に努めるとともに、産業廃棄物の適正
処理及び再資源化等に関する知識、技術と教養を深め、企業の幹部として経営の合理的、近代化の推進と協
会の発展に寄与することを目的としています。

〈青年部会の活動〉
①産業廃棄物の適正処理及び再資源化に関する情報収集と技術の開発並びに調査研究
②産業廃棄物に関する県民への広報啓発
③県内外部会員相互の情報交換、研修、視察、福利厚生等の事業
④協会の事業活動に対する協力支援
⑤事業の振興に関する意見の表明

入会申込書（協会HPからダウンロードできます。）に必要事項をご記入いただき、事務局まで申込み願います。

【入会資格】
岩手県産業資源循環協会会員の経営者、後継者並びに代表者から推薦された従業員。５０歳迄の方

【会費】
年間　１８，０００円　（月額１，５００円）　

特集 1 青年部設立20周年を迎えるにあたって
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青年部会事務局から

お問い合せ先

岩手県産業資源循環協会 青年部会入会案内

【入会手続き】

《岩手県産業資源循環協会青年部会事務局》
〒020-0023　盛岡市内丸16-15内丸ビル5Ｆ

TEL０１９(６２５)２２０１　FAX０１９(６２４)１９２０

　担当をさせていただいております、菊池です。青年部会について紹介させていただきます。

　全国組織として、全国産業資源循環連合会青年部協議会があり全国で約1900名の方々が入会しております。

そのうち岩手県青年部会の部会員数は65名で、全国で比べてもトップクラスの部会員数です。

　主な活動としては、県内外の処理施設の視察、研修会、会員同士の交流事業、他県青年部との意見交換会

等を行っております。

　是非、青年部会に入会していただき廃棄物に関する勉強はもちろん、部会員同士、情報、楽しみを共有し、

人と人とのつながりを大事に協力、助け合いながらこの業界を盛り上げていきましょう。

　岩手県青年部では、部会員を随時募集しています。お気軽にお問い合わせください。

〈目的〉
本部会は部会員相互の融和、親睦を図り、研修会等を通じて自己啓発に努めるとともに、産業廃棄物の適正
処理及び再資源化等に関する知識、技術と教養を深め、企業の幹部として経営の合理的、近代化の推進と協
会の発展に寄与することを目的としています。

〈青年部会の活動〉
①産業廃棄物の適正処理及び再資源化に関する情報収集と技術の開発並びに調査研究
②産業廃棄物に関する県民への広報啓発
③県内外部会員相互の情報交換、研修、視察、福利厚生等の事業
④協会の事業活動に対する協力支援
⑤事業の振興に関する意見の表明

入会申込書（協会HPからダウンロードできます。）に必要事項をご記入いただき、事務局まで申込み願います。

【入会資格】
岩手県産業資源循環協会会員の経営者、後継者並びに代表者から推薦された従業員。５０歳迄の方

【会費】
年間　１８，０００円　（月額１，５００円）　
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No 役　名 氏　　名 会　社　名 役　　職 住　　　　所 電話番号
1 部 会 長 岩　崎　泰　彦 大安環境㈲ 代表取締役 上閉伊郡大槌町安渡3-10-1 0193-42-2263
2 副 部 会 長 中　村　尚　司 ㈲山田清掃社 代表取締役 山田町飯岡2-114-2 0193-82-4677
3 副 部 会 長 遠　藤　忠　寿 ㈱遠忠 営業部長 八幡平市大更24-8-1-5 0195-76-2126
4 副 部 会 長 蒲　野　　　敦 蒲野建設㈱ 代表取締役専務 久慈市山形町川井9-32-2 0194-72-2211
5 運 営 委 員 兜　　　千　尋 ㈲セレクトクリーン 代表取締役 一関市狐禅寺字手負沢49 0191-23-0366
6 運 営 委 員 藤　原　真　実 ㈲藤工 総務部 盛岡市乙部5-105 019-656-1133
7 運 営 委 員 菅　原　健　二 クリーンセンター花泉㈲ 常務取締役 一関市花泉町日形字日形山2-1 0191-82-5393
8 運 営 委 員 小保内　敏　文 ㈲県北衛生社 代表取締役 二戸市福岡字五日町28 0195-23-3091
9 運 営 委 員 舘　　　佑　弥 いわて県北クリーン㈱ 営業 九戸郡九戸村大字江刺家20-48-34 0195-42-4085
10 監 事 菅　原　能　興 南部運輸㈱ 代表取締役 奥州市水沢佐倉河字前田中3-15 0197-22-2266
11 監 事 小野寺　真　澄 ニッコー・ファインメック㈱ 代表取締役 一関市千厩町奥玉字天ケ森75-6 0191-56-2601
12 相 談 役 千　葉　智　英 ㈱スパット北上 代表取締役 北上市稲瀬町上台684 0197-62-3636
13 相 談 役 濱　田　　　博 ㈱岩手環境事業センター 代表取締役 北上市二子町上野112-1 0197-66-3171
14 野　口　　　剛 ㈱環境整備 常務取締役 盛岡市川又字赤坂120-39 019-685-2101
15 中　道　麻　衣 ㈱北日本環境保全 常務取締役 北上市常盤台4-11-116 0197-65-3166
16 佐　藤　優　太 成和建設㈱ 環境部取締役部長 花巻市金矢4-52-1 0198-27-2636
17 高　橋　　　満 ㈱理水興業 取締役環境事業部部長 花巻市星が丘2-16-12 0198-23-5395
18 小　原　　　研 ㈱丸重 代表取締役 北上市村崎野15-312-7 0197-66-3126
19 山　本　　　亨 丸高商事㈱ クリーン事業部 盛岡市みたけ4-25-1 019-647-5335
20 志　和　正　浩 ㈲志和商店 代表取締役 奥州市前沢字長檀3-1 0197-56-2726
21 阿　部　邦　夫 奥州循環システム㈱ 代表取締役 奥州市胆沢若柳字堀通27-1 0197-46-3966
22 村　上　毅　樹 盛岡産資源㈱ 専務取締役 盛岡市乙部5-158-1 019-696-2811
23 引　地　康　博 ㈲開運興業 専務取締役 盛岡市大通3-9-19 019-651-5326
24 岩　下　重　俊 ㈲八紘カイハツ 代表取締役 二戸市金田一字上田面241-1 0195-27-4545
25 佐々木　幸　悦 中村建設㈱ 大船渡市三陸町越喜来字杉下15-2 0192-44-2829
26 狩　野　勝　彦 ㈱一般公害集配センター 代表取締役 一関市萩荘字上本郷149-7 0191-38-2355
27 近　江　栄　助 ㈲藤沢砕石 取締役 東磐井郡藤沢町藤沢字平蕨1-4 0191-63-4197
28 長　瀬　徳　彦 長瀬建材㈱ 専務取締役 九戸郡軽米町大字軽米19-201-7 0195-46-4011
29 菅　原　公　明 新光建設㈱ 釜石市大字平田3-61-22 0193-26-5454
30 扇　田　武　留 ㈲扇田産業 代表取締役 二戸市金田一字上平75-1 0195-27-3711
31 星　　　寿　志 ㈱広岡組 常務取締役 奥州市胆沢南都田字下広岡323-1 0197-46-5151
32 石　川　英　之 ㈱盛岡清掃センター 専務取締役 盛岡市手代森19-19 019-696-4502
33 中　村　順　一 東北公営企業㈱ 水環境事業部営業次長 盛岡市中太田屋敷田103-3 019-659-3088
34 岩　下　健　氏 ㈲八紘カイハツ 二戸市金田一字上田面241-1 0195-27-4545
35 熊　谷　勝　弥 ㈲グリーン総業 取締役 東磐井郡藤沢町大籠字天ノ穴38 0191-62-2412
36 兵　沢　将　勝 ㈱マッハ総合計画 専務取締役 二戸市福岡字長塚11-1 0195-25-5252
37 髙　橋　優　喜 ㈲共同産業 専務 胆沢郡金ヶ崎町西根荒屋敷3-1 0197-44-5533
38 佐々木　吉　彦 佐々木建設㈱ 常務取締役 紫波郡紫波町日詰字石田56 019-676-3610
39 奥　寺　永　幹 久慈港運㈱ 営業 久慈市長内町42-8-14 0194-52-3188
40 小　川　剛　直 ㈱エコテックワールド岩手 統括部長 二戸市仁左平字沖野71-3 0195-43-3561
41 細　川　英　和 ㈲錦開発 代表取締役 盛岡市上太田若宮11 019-659-3124
42 菅　野　英　悦 ㈲気仙広域清掃 取締役常務 大船渡市末崎町字上山108-18 0192-27-9321
43 鈴　木　善太郎 ㈲新菱和運送 総務課長 釜石市上中島4-3-7 0193-23-3888
44 今　野　　　睦 ㈱理水興業 課長 花巻市星が丘2-16-12 0198-23-5395
45 伊　藤　美知子 ㈱藤孝産業 代表取締役 花巻市実相寺237-17 0198-24-8033
46 伊　藤　　　博 ㈱大船渡資源 代表取締役 大船渡市盛町字みどり町21-2 0192-27-2754
47 佐　藤　　　努 クリーンセンター花泉㈲ 取締役 一関市花泉町日形字日形山2-1 0191-82-5393
48 渡　邊　盛　市 ㈱エヌジェーピー岩手支店 代表取締役 二戸市浄法寺町長坂70-1 0195-38-3313
49 及　川　　　元 リアス環境管理㈱ 代表取締役 宮古市長町1-9-17 0193-62-0015
50 志　田　一　将 ㈲シダ 代表取締役 岩手郡葛巻町葛巻第13地割3-2 0195-66-3103
51 伊　藤　正　実 ㈲リサイクル伊藤 代表取締役 奥州市水沢神明町2-1-42 0197-22-4315
52 柏　原　　　淳 ニッコー・ファインメック㈱ 環境リサイクル部部長 一関市千厩町奥玉字天ケ森75-6 0191-56-2601
53 兼　平　光　子 ㈲丸石産業 代表取締役 花巻市石鳥谷町好地16-63-1 0198-45-2751
54 菊　地　利　香 ㈲県南クリーン 代表取締役 一関市赤荻字中条97-1 0191-25-2449
55 伊　藤　　　峻 陸中建設㈱ 代表取締役　専務 宮古市宮町1-3-5 0193-62-3467
56 佐　々　克　考 佐々総業㈱ 代表取締役 下閉伊郡山田町長崎1-5-1 0193-77-3503
57 山　﨑　年　雄 ㈱アイケン 代表取締役 大船渡市末崎町字神坂47-1 0192-29-2690
58 根　子　達　也 ㈱高良盛岡南営業所 営業主任 紫波郡矢巾町大字広宮沢3-401 019-698-3330
59 生　内　一　晶 ㈱東北ターボ工業 代表取締役 盛岡市下太田田中1-2 019-658-1113
60 長谷川　千　津 ㈲長谷川重機 代表取締役 北上市二子町才の羽々 116 0197-66-4398
61 前　川　聖　吾 陸中建設㈱ 砕石事業部総務課課長 宮古市宮町1-3-5 0193-63-1098
62 髙　橋　　　譲 ㈲タカショウ 常務取締役 紫波郡紫波町上平沢字川原田177-1 019-673-7844
63 阿　部　由　樹 ㈲阿部建設 盛岡市厨川2-1-80 019-641-1068
64 手代木　翔　伍 コベルコ建機日本㈱ 紫波郡矢巾町流通センター南2-6-24 019-637-0444
65 倉　成　正　光 ㈱青南商事盛岡支店 工場長 紫波郡矢巾町大字西徳田第8地割 019-697-3177
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区       分 報告書の種類 番
号

産業廃棄物・特別管理産業廃棄物の運搬実績を報告し
たい

・産業廃棄物収集運搬業者
・特別管理産業廃棄物収集運搬業者

産業廃棄物の運搬実績報告書
特別管理産業廃棄物の運搬実績報告書 1

産業廃棄物・特別管理産業廃棄物の処分実績を報告し
たい

・産業廃棄物処分業者
・特別管理産業廃棄物処分業者

産業廃棄物の処分実績報告書
特別管理産業廃棄物の処分実績報告書 2

産業廃棄物の処理実績を報告したい
　・産業廃棄物処理施設設置者 産業廃棄物処理実績報告書 3

特別管理産業廃棄物の処理実績を報告したい
・特別管理産業廃棄物を排出する事業者 特別管理産業廃棄物処理実績報告書 4

最終処分場の残余容量を報告したい
・最終処分場を設置している事業者 廃棄物最終処分場残余容量報告書 5

産業廃棄物の最終処分場の維持管理費用やその算定の
基礎等について報告したい

・特定産業廃棄物最終処分場の設置者
特定産業廃棄物最終処分場状況等報告書 6

多量排出事業者・準多量排出事業者の産業廃棄物の処
理計画を提出したい

・（特別管理）産業廃棄物の多量・準多量排出事業者

多量排出事業者の産業廃棄物処理計画書
準多量排出事業者の産業廃棄物処理計画書
多量排出事業者の特別管理産業廃棄物処理計画
書

7

多量排出事業者・準多量排出事業者の産業廃棄物処理
計画実施状況を報告したい

・多量・準多量排出事業者の産業廃棄物処理計画書
を提出した事業者

多量排出事業者の産業廃棄物処理計画実施状況
報告書
準多量排出事業者の産業廃棄物処理計画実施状
況報告書
多量排出事業者の特別管理産業廃棄物処理計画
実施状況報告書

8

産業廃棄物管理票（マニフェスト）の交付状況を報告し
たい

・前年度１年間において産業廃棄物管理票（マニフェ
スト）を交付した事業者

産業廃棄物管理票（マニフェスト）交付等状況報
告書 9

産業廃棄物に係る報告書等について

特集 2 産業廃棄物に係る報告書について
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１．岩手県産業廃棄物・特別管理産業廃棄物運搬実績報告書（様式第25号）
　　盛岡市産業廃棄物・特別管理産業廃棄物運搬実績報告書（様式第32号）
　　対象事業者：産業廃棄物収集運搬業者、特別管理産業廃棄物収集運搬業者

２．岩手県産業廃棄物・特別管理産業廃棄物の処分実績報告書（様式第26号）
　　盛岡市産業廃棄物・特別管理産業廃棄物の処分実績報告書（様式第33号）
　　対象事業者：産業廃棄物処分業者、特別管理産業廃棄物処分業者

発生事業所 運　搬　先
提　出　先

備　　　考
岩手県 盛岡市

岩手県内（盛岡市除く）

岩手県内（盛岡市除く） ○ ―
「☆」は盛岡市内に積替え・保管
施設を有する場合に提出（県
への報告は必要ない）。

岩手県の提出先
・県庁資源循環推進課（盛岡市内
の事業者及び県外事業者）

記上（）課生衛境環(局興振轄管・
以外）

盛岡市の提出先
　盛岡市廃棄物対策課

盛岡市内 ○ ☆

岩手県外 ○ ―

盛岡市内

岩手県内（盛岡市除く） ○ ☆

盛岡市内 ○ ☆

岩手県外 ○ ☆

岩手県外
岩手県内（盛岡市除く） ○ ―

盛岡市内 ○ ☆

事　業　者　区　分 提　出　先

岩手県内（盛岡市を除く）に存する産業廃棄物処理施設で処分 岩手県（管轄振興局環境衛生課）

盛岡市内に存する産業廃棄物処理施設で処分 盛岡市（廃棄物対策課）

移動式処理施設 岩手県（管轄振興局環境衛生課）
及び盛岡市（廃棄物対策課）

発生事業所 積替え・保管施設 運搬先

岩手県内（盛岡市除く）及び岩手県外 盛岡市内（経由地） 岩手県内（盛岡市除く）及び岩手県外

※１　岩手県への提出の場合は２部となります。盛岡市への提出部数は１部となります。
※２　実績がない場合は「実績なし」と記載して、提出してください。
※３　県の許可を有する収集運搬事業者であり、かつ盛岡市内に積替え・保管施設を有する場合において、次に掲げる運搬経路

の場合には、実績報告書の提出は県庁資源循環推進課（盛岡市内の事業者及び県外事業者）又は管轄振興局（それ以外）とな
ります。

※１　岩手県への提出の場合は２部となります。盛岡市への提出部数は１部となります。
※２　実績がない場合は「実績なし」と記載して、提出してください。
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３．岩手県産業廃棄物処理実績報告書（様式第23号）
　　盛岡市産業廃棄物処理実績報告書（様式第30号）
　　対象事業者：産業廃棄物処理施設設置者

４．岩手県特別管理産業廃棄物処理実績報告書（様式第24号）
　　盛岡市特別管理産業廃棄物処理実績報告書（様式第31号）
　　対象事業者：特別管理産業廃棄物を排出する事業者

５．岩手県廃棄物最終処分場残余容量報告書（様式第20号）
　　盛岡市廃棄物最終処分場残余容量報告書（様式第34号）
　　対象事業者：最終処分場を設置している事業者

６．岩手県特定産業廃棄物最終処分場状況等報告書（様式第21号）
　　盛岡市は岩手県と同じ様式です。
　　対象事業者：特定産業廃棄物最終処分場の設置者

事　業　者　区　分 提　出　先

岩手県内（盛岡市除く）廃棄物処理法第１５条に規定する産業廃棄物
処理施設を設置 岩手県（管轄振興局環境衛生課）

盛岡市内に設置 盛岡市（廃棄物対策課）

事　業　者　区　分 提　出　先

岩手県内（盛岡市除く）特別管理産業廃棄物を排出する事業場を設置 岩手県（管轄振興局環境衛生課）

盛岡市内に設置 盛岡市（廃棄物対策課）

事　業　者　区　分 提　出　先

岩手県内（盛岡市を除く）に最終処分場を設置 岩手県（管轄振興局環境衛生課）

盛岡市内に設置 盛岡市（廃棄物対策課）

事　業　者　区　分 提　出　先

岩手県内（盛岡市を除く）に特定産業廃棄物最終処分場を設置 岩手県（管轄振興局環境衛生課）

盛岡市内に設置 盛岡市（廃棄物対策課）

※１　岩手県への提出の場合は２部となります。盛岡市への提出部数は１部となります。
※２　実績がない場合は「実績なし」と記載して、提出してください。

※１　岩手県への提出の場合は２部となります。盛岡市への提出部数は１部となります。
※２　実績がない場合は「実績なし」と記載して、提出してください。

※１　岩手県への提出の場合は２部となります。盛岡市への提出部数は１部となります。

※１　岩手県への提出の場合は２部となります。盛岡市への提出部数は１部となります。

１．岩手県産業廃棄物・特別管理産業廃棄物運搬実績報告書（様式第25号）
　　盛岡市産業廃棄物・特別管理産業廃棄物運搬実績報告書（様式第32号）
　　対象事業者：産業廃棄物収集運搬業者、特別管理産業廃棄物収集運搬業者

２．岩手県産業廃棄物・特別管理産業廃棄物の処分実績報告書（様式第26号）
　　盛岡市産業廃棄物・特別管理産業廃棄物の処分実績報告書（様式第33号）
　　対象事業者：産業廃棄物処分業者、特別管理産業廃棄物処分業者

発生事業所 運　搬　先
提　出　先

備　　　考
岩手県 盛岡市

岩手県内（盛岡市除く）

岩手県内（盛岡市除く） ○ ―
「☆」は盛岡市内に積替え・保管
施設を有する場合に提出（県
への報告は必要ない）。

岩手県の提出先
・県庁資源循環推進課（盛岡市内
の事業者及び県外事業者）

記上（）課生衛境環(局興振轄管・
以外）

盛岡市の提出先
　盛岡市廃棄物対策課

盛岡市内 ○ ☆

岩手県外 ○ ―

盛岡市内

岩手県内（盛岡市除く） ○ ☆

盛岡市内 ○ ☆

岩手県外 ○ ☆

岩手県外
岩手県内（盛岡市除く） ○ ―

盛岡市内 ○ ☆

事　業　者　区　分 提　出　先

岩手県内（盛岡市を除く）に存する産業廃棄物処理施設で処分 岩手県（管轄振興局環境衛生課）

盛岡市内に存する産業廃棄物処理施設で処分 盛岡市（廃棄物対策課）

移動式処理施設 岩手県（管轄振興局環境衛生課）
及び盛岡市（廃棄物対策課）

発生事業所 積替え・保管施設 運搬先

岩手県内（盛岡市除く）及び岩手県外 盛岡市内（経由地） 岩手県内（盛岡市除く）及び岩手県外

※１　岩手県への提出の場合は２部となります。盛岡市への提出部数は１部となります。
※２　実績がない場合は「実績なし」と記載して、提出してください。
※３　県の許可を有する収集運搬事業者であり、かつ盛岡市内に積替え・保管施設を有する場合において、次に掲げる運搬経路

の場合には、実績報告書の提出は県庁資源循環推進課（盛岡市内の事業者及び県外事業者）又は管轄振興局（それ以外）とな
ります。

※１　岩手県への提出の場合は２部となります。盛岡市への提出部数は１部となります。
※２　実績がない場合は「実績なし」と記載して、提出してください。
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７．岩手県多量排出事業者の産業廃棄物処理計画書（様式第二号の八）
　　　　　準多量排出事業者の産業廃棄物処理計画書（様式第一号）
　　　　　多量排出事業者の特別管理産業廃棄物処理計画書（様式第二号の十三）
　　盛岡市多量排出事業者の産業廃棄物と特別管理産業廃棄物の処理計画書は岩手県と同じ様式です。
　　　　　準多量排出事業者は盛岡市廃棄物処理計画書（様式第３号）
　　対象事業者：産業廃棄物の排出量が年間1,000t以上の事業者（多量排出事業者）
　　　　　　　　年間500t以上1,000t未満の事業者（準多量排出事業者）
　　　　　　　　特別管理産業廃棄物の年間排出量が50ｔ以上の事業者

８．岩手県多量排出事業者の産業廃棄物処理計画実施状況報告書（様式第二号の九）
　　　　　準多量排出事業者の産業廃棄物処理計画実施状況報告書（様式第二号）
　　　　　多量排出事業者の特別管理産業廃棄物処理計画実施状況報告書（様式第二号の十四）
　　盛岡市多量排出事業者の産業廃棄物と特別管理産業廃棄物の処理計画実施状況報告書は岩手県と同じ様式です。
　　　　　準多量排出事業者は盛岡市産業廃棄物処理計画実施状況報告書（様式第４号）
　　対象事業者：多量排出事業者・準多量排出事業者の（特別管理）産業廃棄物処理計画を提出した事業者

種　　　類 会社名
発　生　量 区　　　分 提　出　先

備　　　考
岩手県 盛岡市 多量 準多量 岩手県 盛岡市

産業廃棄物

A社
1100ｔ ― ○ ― ○ ―

岩手県の提出先
管轄振興局
（環境衛生課）

盛岡市の提出先
盛岡市廃棄物
対策課

― 700ｔ ― ○ ― ○

B社
600ｔ ― ― ○ ○ ―

― 100ｔ ― ― ― ―

C社
100ｔ ― ― ― ― ―

― 500ｔ ― ○ ― ○

D社
― 1100ｔ ○ ― ― ○

― ― ― ― ― ―

特別管理
産業廃棄物

E社
50ｔ ― ○ ― ○ ―

― 12ｔ ― ― ― ―

F社
― 52ｔ ○ ― ― ○

10ｔ ― ― ― ― ―

※１　岩手県への提出の場合は２部となります。盛岡市への提出の場合は１部となります。

※１　岩手県への提出の場合は２部となります。盛岡市への提出部数は１部となります。
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９．岩手県産業廃棄物管理票（マニフェスト）交付等状況報告書（様式第三号）
　　盛岡市は岩手県と同じ様式です。
　　対象事業者：前年度１年間において産業廃棄物管理票（マニフェスト）を交付した事業者

事　業　者　区　分
提　出　先

備　　　考
岩手県 盛岡市

岩手県内（盛岡市除く）事業所において排出さ
れた産業廃棄物（特別管理産業廃棄物）の処理
を委託し、産業廃棄物管理票（マニフェスト）
を交付した事業者

○ ― 岩手県（管轄振興局環境衛生課）

盛岡市の事業所において排出された産業廃棄
物（特別管理産業廃棄物）の処理を委託し、産
業廃棄物管理票（マニフェスト）を交付した事
業者

― ○ 盛岡市（廃棄物対策課）

※１　岩手県・盛岡市ともに提出部数は１部となります。
※２　電子マニフェストを用いた場合は、情報処理センターである（公財）日本産業廃棄物処理振興センターにより各都道府県知事

に報告されるため、事業者から報告する必要はありません。

受　付　窓　口
岩手県受付窓口 住　　　　　所 電話番号

県庁資源循環推進課 〒020－8570 盛岡市内丸10－1 019－629－5380

盛岡広域振興局保健福祉環境部 〒020－0023 盛岡市内丸11－1 019－629－6588

県南広域振興局保健福祉環境部 〒023－0053 奥州市水沢大手町5－5 0197－48－2422

花巻保健福祉環境センター 〒025－0075 花巻市花城町1－41 0198－41－5405

一関保健福祉環境センター 〒021－8503 一関市竹山町7－5 0191－26－1412

沿岸広域振興局保健福祉環境部 〒026－0043 釜石市新町6－50 0193－27－5523

宮古保健福祉環境センター 〒027－0072 宮古市五月町1－20 0193－64－2218

大船渡保健福祉環境センター 〒022－8502 大船渡市猪川町字前田6－1 0192－22－9814

県北広域振興局保健福祉環境部 〒028－8042 久慈市八日町1－1 0194－53－4987

二戸保健福祉環境センター 〒028－6103 二戸市石切所字荷渡6－3 0195－23－9202

盛岡市受付窓口 住　　　　　所 電話番号

廃棄物対策課 〒020－8531盛岡市若園町2－18　3階 019－651－4111（代）

７．岩手県多量排出事業者の産業廃棄物処理計画書（様式第二号の八）
　　　　　準多量排出事業者の産業廃棄物処理計画書（様式第一号）
　　　　　多量排出事業者の特別管理産業廃棄物処理計画書（様式第二号の十三）
　　盛岡市多量排出事業者の産業廃棄物と特別管理産業廃棄物の処理計画書は岩手県と同じ様式です。
　　　　　準多量排出事業者は盛岡市廃棄物処理計画書（様式第３号）
　　対象事業者：産業廃棄物の排出量が年間1,000t以上の事業者（多量排出事業者）
　　　　　　　　年間500t以上1,000t未満の事業者（準多量排出事業者）
　　　　　　　　特別管理産業廃棄物の年間排出量が50ｔ以上の事業者

８．岩手県多量排出事業者の産業廃棄物処理計画実施状況報告書（様式第二号の九）
　　　　　準多量排出事業者の産業廃棄物処理計画実施状況報告書（様式第二号）
　　　　　多量排出事業者の特別管理産業廃棄物処理計画実施状況報告書（様式第二号の十四）
　　盛岡市多量排出事業者の産業廃棄物と特別管理産業廃棄物の処理計画実施状況報告書は岩手県と同じ様式です。
　　　　　準多量排出事業者は盛岡市産業廃棄物処理計画実施状況報告書（様式第４号）
　　対象事業者：多量排出事業者・準多量排出事業者の（特別管理）産業廃棄物処理計画を提出した事業者

種　　　類 会社名
発　生　量 区　　　分 提　出　先

備　　　考
岩手県 盛岡市 多量 準多量 岩手県 盛岡市

産業廃棄物

A社
1100ｔ ― ○ ― ○ ―

岩手県の提出先
管轄振興局
（環境衛生課）

盛岡市の提出先
盛岡市廃棄物
対策課

― 700ｔ ― ○ ― ○

B社
600ｔ ― ― ○ ○ ―

― 100ｔ ― ― ― ―

C社
100ｔ ― ― ― ― ―

― 500ｔ ― ○ ― ○

D社
― 1100ｔ ○ ― ― ○

― ― ― ― ― ―

特別管理
産業廃棄物

E社
50ｔ ― ○ ― ○ ―

― 12ｔ ― ― ― ―

F社
― 52ｔ ○ ― ― ○

10ｔ ― ― ― ― ―

※１　岩手県への提出の場合は２部となります。盛岡市への提出の場合は１部となります。

※１　岩手県への提出の場合は２部となります。盛岡市への提出部数は１部となります。
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ております。
　５月17日（金）に開催した総会の席上で次のとおり門
脇会長から表彰状の授与が行われ３回目の表彰となり
ます。

功労者表彰
千葉　智英　様（㈱スパット北上）
優良事業所表彰
㈲藤工　様
優良従事者表彰
藤村　和彦　様（㈱環境整備）
耕野　　實　様（成和建設㈱）
伊藤　克彦　様（㈱丸重）
及川　敏夫　様（㈲共同産業）
藤野　秀一　様（ニッコー・ファインメック㈱）
森山　幸子　様（リアス環境管理㈱）
久慈　朝美　様（㈱エヌジェーピー岩手支店）

　この研修会は、産業廃棄物処理に関する的確な経営・
技術等の啓蒙・普及により、優良業者を育成するとと
もに産業廃棄物処理業界の経済的・社会的地位の向上
を図ることを目的としているものであります。
　平成30年度は、経営者、幹部職員、実務者を対象に
４回開催いたしました。
■第１回研修会

「産業廃棄物処理実務者研修会　基礎コース」

　令和元年５月17日（金）ホテルメトロポリタン盛岡に
おいて一般社団法人として第７回目の定時総会を開催
し約130名の会員・ご来賓の方々にご出席いただきま
した。

　議長には菅原能興氏が選任され議案の審議に入り、
議案は、平成30年度事業報告書、平成30年度正味財産
増減計算書、貸借対照表及び財産目録の承認の件及び
任期満了に伴う役員の選任の件が審議され、それぞれ
異議なく承認可決されました。
　その後青年部会及び各支部からそれぞれ最近の取組
みや活動について説明がありました。続いて、会長表
彰が行われ、最後にご来賓の、岩手県知事（代理：津
軽石昭彦環境生活部部長）、盛岡市長（代理：菅原英彦
環境部部長）よりご祝辞を賜りました。
　総会終了後は懇親会を開催し、ご来賓の方々にもご
臨席をいただき、会員相互の親睦を深める中、盛会の
うちに幕を閉じました。

　当協会では協会の定款の目的遂行に関し、模範とな
る個人及び企業を対象として行うもので、功労者表彰、
優良事業所表彰、優良従事者表彰の３つの表彰を行っ

第7回定時総会

令和元年度岩手県産業資源
循環協会会長表彰　表彰式

循環型地域社会の形成に
向けた研修会

協会の動き
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　産業廃棄物の幅広い基礎知識を学ぶことができ、初
心者から経験者まで、多くの方々の知識の取得、再確
認することを目的に開催されました。
日　　時　平成30年７月11日（水）、12日（木）
場　　所　いわて県民情報交流センター アイーナ 会議室804
対 象 者　産業廃棄物を取り扱う実務担当者
講　　師　（公社）全国産業資源循環連合会
専任講師　石郷岡　晋　氏
専任講師　石塚　伸一　氏
参 加 者　１日目85名　２日目76名

■第2回研修会
「産業廃棄物処理優良事業者育成研修会 
　経営者・管理者向け中上級コース」
　産業廃棄物処理業の鍵となる信頼確保のため、コン
プライアンスを最重視した持続的な企業運営を行って
いただくための知識習得を目的に開催されました。
日　時　平成30年10月30日（火）、10月31日(水) 
場　所　いわて県民情報交流センター アイーナ 会議室803
対象者　経営者、管理者　等
講　師　BUN環境課題研修事務所
　　　　長岡　文明　氏
参加者　１日目75名　２日目62名

■第3回研修会（新春講演会）
「温故知新　－伝統と革新－」
　㈱南部美人の久慈浩介氏を講師にお迎えして、伝統
産業の代表格である蔵元における革新の取組みについ
て伺いました。
日　時　平成31年１月25日（金）
場　所　ホテルメトロポリタンニューウィング
対象者　岩手県産業廃棄物協会員
講　師　株式会社南部美人
　　　　代表取締役社長　久慈　浩介　氏
参加者　105名

■第４回研修会
「働き方改革を巡る動き」
「働き方改革で採用難からの脱却」
　「働き方改革関連法」について、また、企業の「人材
不足」「採用難」「低労働生産性」といった課題の対応に
ついて学びました。

　日　時　平成31年２月13日（水）
　場　所　いわて県民情報交流センター　804A
　対象者　経営者、安全衛生担当者、総務担当者等
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講　師　やはば特定社会保険労務士法人
　　　　代表社員　社会保険労務士　竹花　寛幸　氏
　　　　有限会社ビック・エム　部長　西川　崇　氏
参加者　55名

　平成26年度より当協会では、産業廃棄物処理業者の
更なる資質向上を目指し、企業力を高め、地域社会か
らも信頼される企業、業界となるよう「優良・環境先
進企業の取組みに関する推進事業（推進アドバイザー
派遣）」を実施しています。
　派遣実施状況は、平成29年度17件、平成30年度６件
となっており、派遣内容は「社員教育・社内研修」「電
子マニフェストシステムの操作方法や運用について」
等でした。
　推進アドバイザー派遣は協会職員が直接会員事業所
へ行き、環境に関する取り組みや先進的な取り組みに
関してご相談にのりアドバイスいたします。
　ぜひこの事業をご活用ください。（申込書はＨＰか
らダウンロードできます）

　

　平成30年10月12・13日の視察研修では、神奈川県川
崎市にある（株）クレハ環境　ウェステックかながわを
訪問しました。
　当施設は神奈川県から2011年に引き継ぎ、年間約
800名もの見学者を受け入れており、近年では外国人
見学者が増加しているそうです。
　また、焼却炉から出る廃熱を利用したサーマルリサ
イクルによる発電を行っており発電能力は4,800ｋＷで
年間総発電量は一般家庭約6,000世帯分の使用電力に相
当するそうです。
　その日の晩は、屋形船で懇親会を開催し、参加者同
士賑やかに懇談をし、親交を深め、翌日は、歌舞伎座
にて歌舞伎鑑賞をしました。
　次回研修にも皆様多数のご参加をお待ちしております。

協会の動き

優良・環境先進企業の取組みに関す
る推進事業(推進アドバイザー派遣)

視察研修
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　秋冷の心地よい季節、ますます御健勝のこととお慶
び申し上げます。平素は格別のご厚誼にあずかり、厚
く御礼申し上げます。一般社団法人岩手県産業資源循
環協会県央支部の寄稿に当たり一言ご挨拶申し上げま
す。
　さて、当支部では正会員及び賛助会員合せて51名の
会員数で事業展開を行って参りました。
　基幹事業であります市町村との「災害協定書」の締結
は残す所紫波町のみとなり、盛岡広域圏での完全締結
に向けて粘り強く活動を行って参ります。
　新年号の令和に入ってもなお全国で台風による甚大
な被害が後を絶ちません。私達には生活環境の保全に
配慮し、迅速かつ適正に処理する責任ある行動力が求
められております。今後は盛岡市が中心となって作成
する具体的な行動指針を共有し相互理解を深めながら
積極的に取り組んで行きたいと考えております。
　次に、研修会の取り組みとして昨年10月に「公共関
与型産業廃棄物最終処分場整備事業の取組みについ
て」いわてクリーンセンター様から現況報告があり、
さらに、受入れ可能な産業廃棄物の種類と具体的な製
品や形状について詳細な資料を基にご説明して頂き、
多くの参加者から称賛を受けた研修会でした。
　また、「未来の環境を守る事業」では、盛岡市の中学
生を対象とした「産業廃棄物処理のリサイクル事業」を
開催し、「もりおかエコライフ2018」では多くの市民の

皆様に産業廃棄物処理とリサイクルの現状をパネルを
交えながらの広報活動を行いました。
　最後に、令和元年６月の第７回通常総会において引
き続き支部長を仰せつかりました。理事はじめ各会員
の皆様のご理解とご協力を賜り「相互理解」と「協力体
制の構築」をさらに発展して行きたいと思っておりま
す。今後共県央支部を宜しくお願い申し上げます。

支部だより（県央支部）
岩手県産業資源循環協会　県央支部　支部長　藤原　正基
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　当支部の事業運営につきまして、日頃から格別のご
協力を賜りまして厚く御礼申し上げます。支部長を拝
命しております、株式会社フクタの木村でございます。
会報「循環いわて」の発行に当り、県北支部より一言ご
挨拶申し上げます。
　2018年度の主な活動としては、2018年７月25日に先
進地視察として、埼玉県深谷市にある「（株）シタラ興
産」様を見学いたしました。シタラ興産は産業廃棄物
の中間処理事業において、AIを使用した廃棄物の物性
毎の分別を完全オートメーションで行う設備導入を先
進的に行い、業界のトップランナーとして位置づけら
れている企業であり、実際にAI設備を見て、その分別
精度の高さと作業員の少なさには大変驚きました。
　12月11日には青森県の三八支部との交流会として、
合同セミナー（ハラスメント対策・サービス残業等に
ついて）と懇親会を行い、収集運搬業者・処分業者間
での情報交換や今後の事業展開に繋がる意見交換等も
積極的に行うことができました。
　今年度の事業として、7月30日に「（株）スパット北上
まるっとセンターごとうの」のガラス再生工場スー
パーソルを見学しました。回収したガラスくずが様々
な再生品に生まれ変わるまでの一連の工程を見学させ
ていただき、単純な廃棄物としての処理するのではな
く、環境負荷の低減などを念頭においたリサイクルの
必要性や重要性を改めて感じることができました。
　また、同日に「いわてクリーンセンター」の管理型処
分場も視察し、震災以降に加速的に容量が埋まって
いった結果、埋立満了が近い将来であることを痛感し
ました。
　今後も会員相互の交流、情報提供を通じて有意義な
支部活動を推進してまいりますので、一層のご理解・
ご協力をお願いするとともに、一般社団法人岩手県産
業資源循環協会の会員の皆様のご健康とご健勝を祈念
申し上げます。

　沿岸支部の運営に日頃より格別の御支援を賜り厚く
御礼申し上げます。
　当支部は、東日本大震災津波からの本格復興邁進年
と位置付けられた平成27年の11月に設立されました。
沿岸広域生活圏の９市町村を所管しており、現在の会
員数は35社です。この４年間で支部活動も軌道に乗り、
春の総会、夏から秋の啓発事業（先進地視察、研修会）
や地域貢献事業（清掃、パトロール）、冬の地域懇談会
などが恒例行事です。管内面積が約4,200ｋ㎡（県土の

協会の動き

支部だより（県北支部）

支部だより（沿岸支部）

岩手県産業資源循環協会　県北支部　支部長　木村　守

岩手県産業資源循環協会　沿岸支部　支部長　新沼　学
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三陸興産株式会社

〒026-0002 岩手県釜石市大平町三丁目３番２号
TEL （0193）22－3216　FAX （0193）24－2645

・一般貨物自動車運送業　・産業廃棄物収集運搬業
・特別管理産業廃棄物収集運搬業　・一般廃棄物収集運搬業

27％）、南北が約150ｋｍと長大な地域であるため、大
きな行事は宮古市・釜石市・大船渡市などを輪番で会
場にして実施しています。
　平成28年に東日本大震災津波の被災地で初めてとな
る「希望郷いわて国体」及び「希望郷いわて大会」が開催
され、本年はラグビーワールドカップが釜石市で予定
されているなど、明るい話題も増えています。
　震災からの復興では、①防災施設（防波堤、防潮堤）
や幹線道路ネットワークを整備する「安心」、②住居や
都市機能を再建する「暮らし」、③地域に根差した中小
企業の振興や人材育成を支援する「なりわい」を重点項
目として各種の施策が展開されています。
　我が国では、少子高齢化を伴う人口減少や過疎化、
異常気象による激甚災害などが問題となっており、沿
岸地域で特に大きな影響が懸念されていますが、上記
の重点項目は将来にわたる普遍的な視点だと認識して
います。当支部では、地域の一員として住みよい街づ
くりに貢献したいと考えています。特に災害廃棄物に
ついては、処理等に関する協定を平成30年１月に大船
渡市と締結し、他の８市町とも調整しており、豪雨等
の際に迅速な対応ができるよう体制を整えているとこ
ろです。
　道路網や公共交通機関の整備も進んで、アクセスも
良くなっており、支部内や支部間の交流・連携をさら
に深めていきたいと願っています。皆様の御協力をお
願い申し上げます。
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　令和元年６月13日（木）、全国産業資源循環連合会第
９回定時総会が明治記念館で開催されました。
　すべての議案が原案どおり承認されました。当協会
からは、濱田会長を始め受賞者が出席いたしました。
　総会第２部の表彰式では、全国から大勢の方々が表
彰されました。当協会からは新沼　学さん（㈱岩手環
境保全 代表取締役）が地方功労者表彰を、太平洋セメ
ント㈱大船渡工場さんが地方優良事業所表彰を、それ
ぞれ受賞しました。
　この後、社会保険労務士・健康経営アドバイザー　
玉上 信明 氏が「産業廃棄物処理業界における『働き方
改革』」をテーマに講演されました。

　第17回産業廃棄物と環境を考える全国大会（主催・
公益社団法人全国産業資源循環連合会、公益財団法人
日本産業廃棄物処理振興センター、公益財団法人産業
廃棄物処理事業振興財団）が平成30年11月16日に石川
県金沢市「ホテル日航金沢」で開催されました。
　全国から約650人の方々が参加し、環境大臣表彰、

基調講演及びパネル討論会を行ったほか、全国大会の
閉会後には交流会を開催しました。
　全国大会は、まず主催団体を代表して、当連合会の
永井会長の開会挨拶に始まり、ご来賓の成田環境省廃
棄物規制課長、竹中石川県副知事より祝辞、その後、
循環型社会形成推進功労者に対する環境大臣表彰（産
業廃棄物関係事業功労者）が行われ式典が終了しまし
た。
　式典終了後は、「AI-IoTの活用と資源循環」をテーマ
として早稲田大学大学院環境エネルギー研究科教授の
小野田弘士教授にご講演いただきました。続くパネル
討論会は、「資源循環の促進と排出事業者責任」につい
て、長岡文明氏（BUN環境課題研修事務所主宰）がコー
ディネーターを務められました。

全産連の動き

（公社）全国産業資源循環連合会
第9回定時総会

産業廃棄物と環境を考える
全国大会
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　公益社団法人全国産業資源循環連合会（全産連）は、
47都道府県の協会を正会員とする全国団体で、産業廃
棄物の適正処理や３Ｒを通じた社会貢献のため、産業
廃棄物処理業の支援や要望活動などに取り組んでいます。
　北海道・東北地域協議会は、地域の状況を勘案して
円滑な事業運営を図るため、全国８ブロックを単位に
設置された全産連の地方組織です。
　協議会では、毎年、春と秋に総会を開催して、７道
県協会の会長が全産連役員とともに当面する課題を協
議しています。

平成18年度以降の地域協議会役員

全産連役員への就任：　□副会長　◎理事　○監事

　継続案件には、①自由民主党の産業・資源循環議員
連盟（７月22日現在 105名が所属）と連携した業界振
興、②中国の輸入規制に端を発した廃プラスチック対
策、③頻発する激甚レベルの災害に対処するための体
制整備（７月に新沼副会長が全産連の災害廃棄物委員
会委員に就任）、④他産業に比べて発生率が高い労働
災害の防止対策などがあります。
　門脇生男顧問は、平成18 〜 29年度の通算７期12年
間に渡って地域協議会の会長などの要職を歴任して、
東日本大震災、胆振東部地震、台風等の災害廃棄物対
策のほか、人材育成の提言などに大きな足跡を残され
ました。

任期 会長 副会長 副会長 監事

平成18 □鈴木安利／福島 ◎伊藤正志／山形

○谷口二朗／北海道

門脇生男／岩手

19 〜 20

□伊藤正志／山形 ◎門脇生男／岩手 H20.4.1 〜
増田教正／青森21 〜 22

23 〜 24 佐藤俊彦／福島県

25 〜 26

□門脇生男／岩手 ◎佐藤俊彦／福島 鈴木昇／宮城 山岡緑三郎／秋田27

28 〜 29

   30 〜
   　令和元 □佐藤俊彦／福島 ◎鈴木昇／宮城 山岡緑三郎／秋田

北海道・東北地域協議会
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岩手県からのお知らせ
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図2　平成29年度の産業廃棄物の処理状況

直接再生利用量 再生利用量
0 244

(0%) (48%)
<0> <300><53%>

処理後再生利用量
処理残渣量 244

排　出　量 中間処理量 248 (48%)
514 504 (48%)

(100%) (98%) 処理後最終処分量
<569> <554> 減量化量 4
<100%> 256 (1%)

(50%)
<251><44%>

直接最終処分量 最終処分量
10 14

(単位：千t/年) (2%) < >内はＨ28年度値 (3%)
<14> <18><3%>

産業廃棄物の排出及び処理実績等（平成29年度実績）について
　皆様から提出いただいております実績報告書のとりまとめ結果についてお知らせいたします。
１．産業廃棄物の排出状況
　①盛岡市内総排出量
　平成29年度の１年間に盛岡市内で排出された産業廃棄物の排出量は514千トンで、岩手県全体2,688千トンの19.1
％となっています。

　②業種別排出量，種類別排出量
　種類別にみると、汚泥が254千トン（49%）で最も多く、次いでがれき類の排出量が207千トン（40％）、となっ
ており、この２種類で全体の89%を占めています。
　また業種別にみると、建設業が241千トン（47％）で最も多く、次いで、電気・水道業が236千トン（46%）と
なっており、この２業種で全体の93%を占めています。

２．産業廃棄物の処理状況
　排出量514千トンのうち、98％に当たる504千トンが中間処理量となっています。この中間処理により256千トン
（50％）が減量されています。
　再生利用量は、排出量の48％に当たる244千トン、最終処分量は14千トンで、排出量の3％となっています。

平成25年度年　度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度
排出量（千トン） 817 804 721 686 514

汚泥
254 
49%がれき類

207 
40%

ガラス陶
磁器くず

17 
3%

木くず
16 
3%

その他
19 
4%

平成29年度
排出量

514
千ｔ/年

建設業
241
47%

電気・
水道業

236
46%

製造業
23 
4%

その他
14 
3%

平成29年度
排出量

514
千ｔ/年

図1.1　産業廃棄物の種類別の排出量 図1.2　産業廃棄物の業種別の排出量
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30 循環いわて 



新入会員の紹介　下記の方が入会しました。よろしくお願いします。　

㈱佐々智工建
代表取締役　佐々木　智　之
〒020−0811　岩手県盛岡市川目町20−15
TEL 019−656−9730　FAX 019−656−9731

収集運搬業 燃え殻・汚泥・廃プラ・紙くず・木くず・繊維くず・ゴムくず・金属くず・ガラス陶
磁器くず・がれき類

藤原興業
代表取締役　藤　原　一　樹
〒020−0125　岩手県盛岡市上堂4−3−30
TEL 019−613−3214　FAX 019−613−3377

収集運搬業 燃え殻・汚泥・廃プラ・紙くず・木くず・繊維くず・金属くず・ガラス陶磁器くず・が
れき類

㈱ムラヨシ
代表取締役　村　田　義太郎
〒020−0611　岩手県滝沢市巣子276−107
TEL 019−688−6899　FAX 019−688−6899

収集運搬業 廃プラ・紙くず・木くず・繊維くず・金属くず・ガラス陶磁器くず・がれき類

㈲佐藤建興
代表取締役　佐　藤　幸　夫
〒020−0506　岩手県岩手郡雫石町沼返114−1
TEL 019-691-1203　FAX 019-691-1207

収集運搬業 廃プラ・紙くず・木くず・繊維くず・ゴムくず・金属くず・ガラス陶磁器くず・がれ
き類

髙政工業㈱
代表取締役　髙　橋　英　博　
〒024-0013　岩手県北上市藤沢2-88
TEL 0197-68-2335　FAX 0197-68-2336

収集運搬業 汚泥・廃プラ・紙くず・木くず・繊維くず・ゴムくず・金属くず・ガラス陶磁器くず・
がれき類

　当協会は、公益法人として地域社会に密着した事業活動を通じ、廃棄物処理の適正化を推進し、環
境保全の維持発展・循環型社会の形成を目指しております。
　会員増強においては、日頃努力をしているところですが、より健全に発展し続けていくために多く
の仲間が大同団結することが必要です。
　当協会に加入されていない処理業者及び排出事業者の方々に当協会の事業をご理解いただき、是非
とも入会をお勧めくださいますようお願い致します。

事業と会員サービスを一部ご紹介
●産業廃棄物処理業の許可更新時期についてお知らせ。
●環境関連法令・制度に関する最新情報のご提供。
●経営者・実務者対象の研修会等、先進施設の視察会。
●会員情報を活用し、排出事業者等からの照会に情報提供。

★つづきは、協会ＨＰへ★

会員募集中

入会申込書もDLできます

お 知 ら せ information
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変更届提出のお願い 会員事項に変更があった時は「変更届」を提出してください。

お 知 ら せ
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　受講を希望される方は、「受講の手引き」を最寄りの広域振興局、保健福祉環境センターまたは協会
で入手してください。（※協会員の方には無料でお送りいたしますので事務局までご連絡ください）
　また、各会場とも定員になり次第締切りますので、申込みをする前に受講をする地域の協会へ受講
が可能であるか確認をお願いします。

　産業廃棄物処理業の許可の有効期限にご注意ください	

　産業廃棄物処理業の許可の有効期限は５年です。
　許可は、更新手続きをしないと効力を失います。許可証の有効期限がいつになっているのか、常に
注意しておきましょう。
　許可証は、常に目の届く場所に掲げましょう。
　
　当協会では、岩手県許可・盛岡市許可について、会員企業へ毎年４月に許可期限満了日の２年前か
ら許可期限が到来する旨をお知らせしております。他都道府県等での許可はお知らせしていませんの
で、特に細心の注意をお願いいたします。
　更新許可申請は、産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物処理業の更新許可申請（又は新規許可申請）に
関する講習会を受講していないと申請書は受理してもらえません。
　許可期限の６ヶ月前くらいまでに講習会の受講を済ませておくことをお勧めします。
　許可期限間近になっての講習会受講は、遠隔地で受講しなければならない場合もあり、時間的にも、
経費的にも負担が大きくなりますのでご注意ください。
　講習会修了証の有効期限は、講習会終了日の日から起算して、新講習会修了証は５年間、更新許可
講習会修了証は２年間です。
※都道府県によっては、その取扱いが異なる場合がありますので、あらかじめ許可申請先に確認して
ください。

2019年度許可申請等に関する講習会の日程について（東北地域分）

2019年9月〜2020年3月の講習会日程

課　　程 青森 岩手 宮城 秋田 山形 福島

新規 収集運搬 9/5 〜 6 2/4 〜 5 3/10 〜 11 10/10 〜 11 11/6 〜 7 10/16 〜 17

新規　処分 11/19 〜 21

更新　収集運搬 11/27 10/8
2/19 9/20 10/4 1/30

更新　処分 10/30 〜 31 12/10 〜 11

特別管理産業廃棄物
管理責任者 11/26 2/18 9/19 10/3 1/29

※全国の日程については、（公財）日本産業廃棄物処理振興センター HP（http://www.jwnet.or.jp）をご覧ください。

お 知 ら せ information
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産業廃棄物処理業に関する申請手続や相談は行政書士へ

支　部 行政書士名 郵便番号 事　務　所　住　所 電話番号

盛　岡

阿　部　　　隆 020−0104 盛岡市小鳥沢一丁目24番4号 019−662−7618

阿　部　英　男 020−0135 盛岡市大新町19番7号 019−646−7854

岩　瀬　森の助 020−0878 盛岡市肴町3番30−208号 019−652−2637

岩　野　光　進 020−0024 盛岡市菜園一丁目12番25号Enビル1階 019−656−7425

岩　渕　　　渉 020−0111 盛岡市黒石野三丁目17番8号 019−613−5818

岡　田　秀　治 020−0807 盛岡市加賀野二丁目10番15号 019−604−8230

上　總　　　隼 020−0312 盛岡市砂子沢第10地割92番地 019−681−8686

加　藤　聖　一 020−0141 盛岡市中屋敷町4番40号 019−647−2883

菊　池　静　哉 020−0881 盛岡市天神町10番27号 019−653−2040

熊　谷　忠　市 020−0105 盛岡市北松園二丁目26番2号 019−662−8268

堺　田　幸　志 020−0021 盛岡市中央通一丁目11番17号第2大通ビル4階 019−652−7910

佐々木　　　哲 020−0667 滝沢市鵜飼向新田159番地7 019−687−6156

笹　木　　　正 020−0133 盛岡市青山四丁目25番2号 019−645−1450

佐々木　達　也 020−0866 盛岡市本宮四丁目1番6号トーニチビル3階 019−601−9921

佐々木　安　吉 020−0851 盛岡市向中野二丁目52番10号 019−631−2158

颯　田　　　淳 020−0023 盛岡市内丸6番5号 019−652−2839

橘　　　　　真 020−0136 盛岡市北天昌寺町13番30号 080−5224−1699

田　村　　　格 020−0111 盛岡市黒石野一丁目10番4号 019−663−5107

筒　井　　　寧 020−0874 盛岡市南大通一丁目13番15−502号 019−653−5788

露　崎　二三男 020−0817 盛岡市東中野字見石28番地7 019−651−5025

中　澤　弘　文 020−0064 盛岡市梨木町12番25号Ａ号室 019−622−1823

中屋敷　　　裕 020−0121 盛岡市月が丘一丁目17番7号 019−645−0370

廣　嶼　文　哉 020−0013 盛岡市愛宕町12番25号 019−626−8112

　行政書士は他人の依頼を受けて、官公署に提出する書類を作成できる唯一の国家資格者です。また、

官公署関係のほか、相続、成年後見関係などの手続にも関わってきており、社会情勢が大きく変動す

る中、行政書士の役割は国民と行政とのパイプ役として益々重要性を増しております。

　産業廃棄物行政におきましても、いち早く法令に関するフレッシュな情報を収集するとともに、そ

の対応を検討しなければなりません。

　岩手県行政書士会では、研修会を開催するなど、常に産廃関連業務の調査・研究を推進しております。

　行政書士は、書類作成業務から産廃関連業全体のコンサルタントとして顧客に満足していただける

よう、日々研鑚に努めております。

　事業者皆様には、産業廃棄物の適正な処理の推進に努めていただくために、膨大な書類作成を行政

書士にお任せいただくことにより、効率の良い事業活動を展開できるものと確信しております。

令和元年
産業廃棄物処理・自動車リサイクル法関連対応行政書士名簿

お 知 ら せ
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支　部 行政書士名 郵便番号 事　務　所　住　所 電話番号

盛　岡

二ツ神　厚　子 020−0004 盛岡市山岸四丁目2番17号 019−601−2535

古　澤　　　伸 020−0824 盛岡市東安庭三丁目12番23号 019−623−8640

横　山　信　英 020−0004 盛岡市山岸2丁目4番16号 019−625−6838

横　山　　　勝 020−0126 盛岡市安倍館町7番6号 019−677−7160

吉　田　勝　男 020−0122 盛岡市みたけ一丁目9番45号 019−641−3270

紫　波

菊　池　敏　江 028−3304 紫波郡紫波町二日町字向山41 019−672−4734

行政書士法人岩手許認可センター 028−3621 紫波郡矢巾町大字広宮沢第10地割501番地25 019−697−8868

行政書士法人グランプラス 028−3305 紫波郡紫波町日詰字丸盛222番地1 019−672−5020

鈴　木　ヒサ子 020−0836 盛岡市津志田西一丁目6番70号カルマンド3号 090−6226−3836

中屋敷　　　勤 028−3603 紫波郡矢巾町大字西徳田第4地割9番地20 019−697−7899

細　川　榮　子 028−3626 紫波郡矢巾町大字岩清水11−27−2 019−697−5770

松　﨑　勝　見 028−3448 紫波郡紫波町吉水字中村67番地 080−1823−9379

花　巻

伊　藤　修　司 025−0064 花巻市桜台一丁目2番3号 0198−33−1362

金　矢　健　次 025−0002 花巻市西宮野目第13地割129番地8 0198−26−5522

鎌　田　芳　雄 025−0075 花巻市花城町10番2号 0198−23−2189

永　田　依津子 025−0084 花巻市桜町三丁目53番地 0198−22−7576

鎌　田　吉　隆 025−0063 花巻市下小舟渡37番地3 0198−41−5151

北　上

小田島　正　志 024−0022 北上市黒沢尻一丁目12番1号 0197−63−6101

斎　藤　徳　志 024−0073 北上市下江釣子16地割181番地3 0197−62−7411

齋　藤　　　斉 024−0004 北上市村崎野11地割41番地 0197−68−2833

佐　藤　　　茂 024−0061 北上市大通り三丁目7番48号 0197−72−5098

水　沢

相　原　正　明 023−1131 奥州市江刺愛宕字橋本119番地 0197−35−2134

安　倍　文　孝 023−0805 奥州市水沢字斉の神122番地1 0197−24−5880

小野寺　豊　文 023−0047 奥州市水沢字立町89番地5 0197−23−2757

海　鋒　昌　江 023−1104 奥州市江刺豊田町一丁目11番20号 0197−35−0010

神　山　重　久 023−0865 奥州市水沢字桜屋敷36番地1　3号棟 0197−24−3946

佐　藤　勇　行 029−4202 奥州市前沢白山字舘17番地 0197−56−2378

菅 　原　今朝男 023−0003 奥州市水沢佐倉河字栗木町46番地 0197−24−7879

一　関

及　川　　　実 029−0601 一関市大東町中川字柳ノ平8番地 0191−74−2829

黒　川　智　之 021−0011 一関市山目町三丁目1番17号 0191−23−3697

佐　藤　公　一 029−0131 一関市狐禅寺字田谷下47番地 0191−26−0066

大船渡
藤　原　美智子 022−0006 大船渡市立根町字田谷62番地1 0192−47−5852

休　石　庄太郎 022−0002 大船渡市大船渡町字茶屋前54番地1 0192−27−9710

遠　野 多　田　恵美子 028−0524 遠野市新町3番6号 0198−62−9336

釜　石 猪　又　信　幸 026−0021 釜石市只越町2丁目3番9号101 0193−55−5685

宮　古 隅　田　哲　晴 027−0085 宮古市黒田町6番23号 0193−63−3067

久　慈
大　澤　仁　悦 028−0023 久慈市新中の橋第37地割94番地7 0194−53−4856

行政書士法人リプル法務 028−0024 久慈市栄町第37地割148番地1 0194−52−2938

二　戸

及　川　正　信 028−6103 二戸市石切所字穴切6番地2 0195−23−9797

十文字　國　子 028−5711 二戸市金田一字八ツ長275番地 0195−23−3001

柳　平　幸　男 028−5312 二戸郡一戸町一戸字越田橋30番地2 0195−32−3090
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令和元年10月１日（火）ご注文分から
（公社）全国産業資源循環連合会発行の

マニフェスト（産業廃棄物管理票）の価格が変わります

マニフェストの種類

直行用
単　票…1セット100部 2,500円 2,600円

12,500円 13,000円

2,500円 2,600円

12,500円 13,000円

2,500円

12,500円
変更なし

連続票…1ケース500部

単　票…1セット100部

連続票…1ケース500部

単　票…1セット100部

連続票…1ケース500部

積替用

※建設系

9月末付注文分まで 10月1日付注文分より

　10月より消費税率が８％から10％に増税されることに伴い、（公社）全国産業資源循環連合

会発行のマニフェストについて、令和元年10月１日（火）付注文分より、１部25円から１部26円

になります。

　発行元：建設六団体副産物協議会の建設系廃棄物マニフェストについては、価格の変更は

ございません。

※マニフェスト申込用紙は協会HPの「マニフェスト」のページよりダウンロードできますので、
　ご活用ください。

（税込価格）

お 知 ら せ information
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会　期

NEW環境展  出展対象 
再資源化・廃棄物処理・解体

水処理・水質浄化／土壌・大気・作業環境改善
海洋プラ対策・バイオプラスチック・包装・エコ製品

バイオマス・有機性廃棄物処理
環境ソフト・スケール・測定・分析

収集・運搬・保管・物流
サーマル／自治体／土木・建設・災害対策

機密文書・セキュリティ対策／関係団体・学術機関

地球温暖化防止展  出展対象 
地球温暖化対策／新エネ・再エネ推進

節電・省エネ対策／猛暑対策

会　場

E-mail

URL

主　催

2020年4月22日（水）～24日（金）
インテックス大阪
event@nippo.co.jp

インテックス大阪　　 大阪（梅田）駅 直行バス運行（予定）

オリンピックイヤーの2020年は大阪で開催 !パラリンピック

週刊 循環経済新聞／月刊 廃棄物／隔月刊 イー・コンテクチャー／隔月刊 地球温暖化

大 阪 〒541-0054　大阪市中央区南本町1-5-11 カセンビル
TEL. 06（6265）9106／FAX. 06（6265）9105

東 京 〒101-0061　東京都千代田区神田三崎町3-1-5 神田三崎町ビル
TEL. 03（3262）3562／FAX. 03（5214）6633

資料請求、その他のお問い合わせは下記にお願いします。

出展社募集中 ! !

ID：@eco-tarokunID：@eco-tarokun https://www.facebook.com/nippo.biz/https://www.facebook.com/nippo.biz/

NEW環境展環境ビジネスの展開
�e 29th New Environmental Exposition 2020

地球温暖化防止展
�e 12th Global Warming Prevention Exhibition 2020

CO2削減と新エネ・
省エネビジネスの推進

第29回開催

第12回開催

https://www.nippo.co.jp/n-expo020/
https://www.nippo.co.jp/stop-ondanka20/

令和元年10月１日（火）ご注文分から
（公社）全国産業資源循環連合会発行の

マニフェスト（産業廃棄物管理票）の価格が変わります

マニフェストの種類

直行用
単　票…1セット100部 2,500円 2,600円

12,500円 13,000円

2,500円 2,600円

12,500円 13,000円

2,500円

12,500円
変更なし

連続票…1ケース500部

単　票…1セット100部

連続票…1ケース500部

単　票…1セット100部

連続票…1ケース500部

積替用

※建設系

9月末付注文分まで 10月1日付注文分より

　10月より消費税率が８％から10％に増税されることに伴い、（公社）全国産業資源循環連合

会発行のマニフェストについて、令和元年10月１日（火）付注文分より、１部25円から１部26円

になります。

　発行元：建設六団体副産物協議会の建設系廃棄物マニフェストについては、価格の変更は

ございません。

※マニフェスト申込用紙は協会HPの「マニフェスト」のページよりダウンロードできますので、
　ご活用ください。

（税込価格）
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〒028-7111 岩手県八幡平市大更１－238－10
TEL 0195－76－2736　
FAX 0195－75－0525

快適な生活環境の保全と自然環境の調和

株式会社北岩手衛生センター
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基準適合産業廃棄物処理業者

営業種目：とび土木工事一式・産業廃棄物収集運搬業・クレーン工事  ほか
許可番号：岩手県知事許可（般-29）第120106号 ／ 産業廃棄物収集運搬許可番号
仮設事務所：岩手県下閉伊郡山田町織笠14-31-2　TEL：0193-77-3503

輝く未来の足場をつくる

佐 々 総 業 株 式 会 社
～ Have a wonderful day！！～

認定の区分  収集運搬業（積替保管なし）  ★

〒020-0053 岩手県盛岡市上太田若宮11番地
電話（019）659－3124番

一般建設業・解体工事業・産業廃棄物収集運搬業

錦　開　発錦 有限
会社
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有限会社リサイクル江刺
代表取締役  菊池由信

岩手県奥州市江刺梁川字濁沢233
TEL  0197（37）2626　・　FAX  0197（37）2660

産業廃棄物処分業  /  産業廃棄物収集運搬業
コンクリート・アスファルト再生材/山砂販売

【本社】岩手県奥州市水沢神明町２丁目１番４２号 
　　　  TEL（0197）23-7426　FAX（0197）23-2898
【奥州・エコプラザ】
岩手県奥州市水沢佐倉河今泉２３２番１号 
TEL（0197）22-4315　FAX（0197）22-4319

リサイクル伊藤有限
会社リサイクル伊藤
リサイクルで社会に貢献
有限
会社http://www.recycleito.com/
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　岩手県の盛岡市から紫波郡にかけて疏水百選に選ばれて
いる鹿妻穴堰（かづまあなぜき）があります。その流域にそ
の昔人柱として埋められた女性が現れる所があるとのうわ
さがあるとか。
　鹿妻穴堰は釜津田甚六（かまつだじんろく）という岩泉出
身の人が盛岡藩の支援を得て盛岡の西側から流れて来る雫
石川にせり出した岩山に穴をあけて水路を造ったと言われ
ています。雫石川が合流したあとの北上川より標高が高い
下流地域において灌漑はほとんど無理でした。慢性的な水
不足が続いていた地域が潤うことになり、城下近郊に大食
料供給基地を開拓することができました。
　鹿妻穴堰は慶長４（1599）年に完成し、その後順次拡張さ
れ現在の受益面積は４千ヘクタールを超える県内最大級の
用水路です。取水口として穴を掘った場所（盛岡市上太田穴
口）に水門が作られていて大きな視点で見る限り基本的な
構造は 400 年間変わっていません。
　釜津田甚六は鉱山師で、穴口付近をあちこち試掘してい
ることから、鉱脈の探査が目的で、採鉱に失敗してもその跡
は開田に利用できると考えたと言われています。近年、穴口
では自然金を含む鉱脈が発見されています。その場所は硬
い凝灰岩からなり、掘削工事は難航しましたが、鉱山の採掘
技術をもって長さ６間、巾１間のトンネルを開削したとさ
れています。金は出ませんでしたが米は大当たりでした。
　このほかに稲生川穴堰（青森県十和田市）、鹿島穴堰 ( 宮
城県栗原市 )、南原穴堰 ( 宮城県大崎市 ) 、樽口穴堰（山形県
西置賜郡小国町）、飯豊山穴堰（同飯豊町）など各地に穴堰と
いうものは沢山あり、これらに関連して拡張事業による「第
二穴堰」や途中で施工を断念した「幻の穴堰」というものま
で色々あるようです。中には人柱の伝承を伴う不気味なも
のもあるとか。
　鹿妻穴堰の水路は、現在、生活雑排水から農業用水を守る
ため用排分離と呼ばれる水路システムに変更されていま
す。従来は用水と排水が同じ水路を流れていたのですが、き
れいな水を守るため、用水はパイプラインを通じて田畑に
導かれ、水路では田畑からの排水を受けるようになってい
ます。水質改善が進むに連れ何となくあちこちに溜まって
いた貴重な伝承が流れ去ってしまうような気もします。

　青森県津軽を流れる岩木川に杭止堰（くいとぜき）という
用水路があります。
　文明４（1472）年頃の春、農民が田植えの準備をしようと
堰に来てみると、春の増水で堰が土砂で埋まっていました。
すぐ復旧工事をしましたが、増水によって何度やっても川
に流され、どうすることもできませんでした。　これを見か
ねた水神様の神官川崎権太夫は、一身を神に捧げ、人柱と
なって、復旧工事を完成させようと決心しました。当時、人

柱となれば水害から堰を守ることができると信じられてい
たからです。そして、連日の復旧工事で疲れ果てた農民の前
で、白装束の権太夫は、堰の守護を祈願して激流の川に身を
沈め、尊い人柱となったのです。この犠牲により難工事は瞬
く間に完成したということです。
　堰のすぐ近くには杭止神社があり、堰の神様として権太
夫の霊が祀（まつ）られ、毎年お祭りが行われているそうで
す。また、人柱になった権太夫の娘が父のあとを追って機織
淵という淵に投身したといい、晴天の日には川底に娘が
織った布が見えるということです。
　弘前市には杭止堰土地改良区があって、旧岩木町の南東
部から弘前市の北西部にかけて農業用水を供給しており、
受益面積は約 500 ヘクタールで千人近い組合員がいるよう
です。この地域は鎌倉時代から水田が拓けたといわれてい
ますので、住みやすい所なのでしょう。
　「杭止堰」という名前の語源は「杭を動かぬように止めて
できた堰」という意味に由来しているそうです。どんな杭か
分かりませんが、当時の最新技術でできた不動の杭により
安定した堰を造ったという意味だったとすれば理解できま
す。土木技術を知らない一般の人々は増水しても決して壊
れないのは人柱のおかげだと考えたのかも知れません。

　青森県南津軽郡藤崎町には、人柱になった堰八安高（せき
はちやすたか）を祀った堰神社があります。安高は前九年の
役で源頼義・義家軍に敗れた安倍貞任の子孫だと言われて
います。
　安高は浅瀬石川から引く幹線水路である藤崎堰の堰守を
務めていました。この藤崎堰は、現在の黒石市にあり、江戸
時代の初めの頃には出水のたびに堰が破られ、莫大な費用
と労力を投じてこれを修復するものの、堰の崩壊は止まら
なかったと言われています。
　安高は、自ら人柱となって堰の崩壊を防ぎ止めようと、津
軽藩主に許可を願い出ましたが、「国法に背く行為」として
許されませんでした。しかしながら、その後も水害による堰
の決壊が続いたため、安高の願いが通じ、ついにその許可が
おりて慶長１４（1609）年村民の面前で水中に身を投じて
人柱となったということです。
　その後不思議なことに水害を免れたので、藩主は安高の
志を賞してその子太郎左衛門に賞田を与える墨付を授けま
したが、元和元（1615）年その墨付を盗まれたため賞田を没
収され零落したとのこと。その後堰はまたしても水害のた
めに崩壊し修復は困難であったので、安高の霊を祀ったと
ころ、以後水害は絶え、灌漑区域は４千町歩に及んだ。とい
うことで、人柱の真偽はさておき、その受益面積の大きさか
ら大掛かりな利水工事が行われてきたことが分かります。

（専務理事　吉田茂）
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